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平成２２年第３回京丹波町議会定例会（第１号）                              平成２２年 ９月 ６日（月）                             開会  午前 ９時００分 １ 議事日程   第 １ 会議録署名議員の指名   第 ２ 会期の決定              自 平成２２年 ９月 ６日                           １７日間              至 平成２２年 ９月２２日   第 ３ 諸般の報告   第 ４ 行政報告   第 ５ 請願の委員会付託   第 ６ 同意第 ２号 京丹波町梅田財産区管理委員の選任について   第 ７ 諮問第 １号 人権擁護委員候補者の推薦について   第 ８ 議案第６３号 京丹波町町営バス運行事業条例の一部を改正する条例の制定につ              いて   第 ９ 議案第６４号 京丹波町下山グリーンハイツ簡易水道事業基金条例を廃止する条              例の制定について   第１０ 議案第６５号 京丹波町過疎地域自立促進市町村計画の策定について   第１１ 議案第６６号 町道の路線変更について   第１２ 議案第６７号 町道の路線認定について   第１３ 議案第６８号 平成２２年度京丹波町一般会計補正予算（第２号）   第１４ 議案第６９号 平成２２年度京丹波町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１              号）   第１５ 議案第７０号 平成２２年度京丹波町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）   第１６ 議案第７１号 平成２２年度京丹波町水道事業特別会計補正予算（第１号）   第１７ 議案第７２号 平成２２年度京丹波町下水道事業特別会計補正予算（第１号）   第１８ 議案第７３号 平成２２年度京丹波町下水道事業特別会計補正予算（第１号）   第１９ 議案第７４号 平成２２年度京丹波町土地取得特別会計補正予算（第１号）   第２０ 議案第７５号 平成２２年度国保京丹波町病院事業会計補正予算（第１号） 
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  第２１ 認定第 １号 平成２１年度京丹波町一般会計歳入歳出決算の認定について   第２２ 認定第 ２号 平成２１年度京丹波町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の              認定について   第２３ 認定第 ３号 平成２１年度京丹波町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定につ              いて   第２４ 認定第 ４号 平成２１年度京丹波町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認              定について   第２５ 認定第 ５号 平成２１年度京丹波町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定              について   第２６ 認定第 ６号 平成２１年度京丹波町水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につ              いて   第２７ 認定第 ７号 平成２１年度京丹波町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定に              ついて   第２８ 認定第 ８号 平成２１年度京丹波町土地取得特別会計歳入歳出決算の認定につ              いて   第２９ 認定第 ９号 平成２１年度京丹波町育英資金給付事業特別会計歳入歳出決算の              認定について   第３０ 認定第１０号 平成２１年度京丹波町町営バス運行事業特別会計歳入歳出決算の              認定について   第３１ 認定第１１号 平成２１年度京丹波町須知財産区特別会計歳入歳出決算の認定に              ついて   第３２ 認定第１２号 平成２１年度京丹波町高原財産区特別会計歳入歳出決算の認定に              ついて   第３３ 認定第１３号 平成２１年度京丹波町桧山財産区特別会計歳入歳出決算の認定に              ついて   第３４ 認定第１４号 平成２１年度京丹波町梅田財産区特別会計歳入歳出決算の認定に              ついて   第３５ 認定第１５号 平成２１年度京丹波町三ノ宮財産区特別会計歳入歳出決算の認定              について   第３６ 認定第１６号 平成２１年度京丹波町質美財産区特別会計歳入歳出決算の認定に              ついて 
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  第３７ 認定第１７号 平成２１年度京丹波町国保京丹波町病院事業決算の認定について   第３８ 報告第 ３号 健全化判断比率について   第３９ 報告第 ４号 資金不足比率について   第４０ 報告第 ５号 グリーンランドみずほ株式会社に関する経営状況について   第４１ 報告第 ６号 株式会社丹波情報センターに関する経営状況いついて   第４２ 報告第 ７号 財団法人京都府立丹波自然運動公園協力会に関する経営状況につ              いて   第４３ 報告第 ８号 財団法人丹波ふるさと振興公社に関する経営状況について   第４４ 報告第 ９号 財団法人瑞穂町農業公社に関する経営状況について   第４５ 報告第１０号 財団法人和知ふるさと振興センターに関する経営状況について   第４６ 報告第１１号 社会福祉法人わち福祉会に関する経営状況について  ２ 議会に付議した案件   議事日程のとおり  ３ 出席委員（１６名）    １番  横 山   勲 君    ２番  岩 田 恵 一 君    ３番  篠 塚 信太郎 君    ４番  梅 原 好 範 君    ５番  森 田 幸 子 君    ６番  村 山 良 夫 君    ７番  山 内 武 夫 君    ８番  東   まさ子 君    ９番  野 口 久 之 君   １０番  坂 本 美智代 君   １１番  原 田 寿賀美 君   １２番  松 村 篤 郎 君   １３番  北 尾   潤 君   １４番  小 田 耕 治 君   １５番  山 田   均 君 
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  １６番  西 山 和 樹 君  ４ 欠席議員（０名）  ５ 説明のため、地方自治法第１２１条の規定により出席を求めた者（２１名）   町 長     寺 尾 豊 爾 君   副 町 長     畠 中 源 一 君   教 育 長     朝 子 照 夫 君   会 計 管 理 者     岡 本 佐登美 君   参 事     岩 崎 弘 一 君   参 事     野 間 広 和 君   瑞 穂 支 所 長     山 森 英 二 君   和 知 支 所 長     藤 田   真 君   総 務 課 長     伴 田 邦 雄 君   監 理 課 長     山 田 洋 之 君   企 画 政 策 課 長     中 尾 達 也 君   税 務 課 長     一 谷   寛 君   住 民 課 長     下伊豆 かおり 君   保 健 福 祉 課 長     堂 本 光 浩 君   子育て支援課長     山 田 由美子 君   医 療 政 策 課 長     藤 田 正 則 君   産 業 振 興 課 長     久 木 寿 一 君   土 木 建 築 課 長     十 倉 隆 英 君   水 道 課 長     木 南 哲 也 君   代 表 監 査 委 員     船 越   肇 君   教 育 次 長     谷   俊 明 君  ６ 出席事務局職員（２名）   議 会 事 務 局 長     長 澤   誠   書 記     石 田 武 史 
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開会 午前 ９時００分 ○議長（西山和樹君） 皆さんおはようございます。   本会議に入りますまでに、一言お願いを申し上げます。   静粛維持のため、携帯電話は電源をお切りいただくか、もしくはマナーモードに設定していただきますようよろしくお願い申し上げます。   本日は大変お忙しい中、定刻に御参集いただきありがとうございました。   ただいまの出席議員は１６名であります。   定足数に達しておりますので、平成２２年第３回京丹波町議会定例会を開会いたします。   直ちに本日の会議を開きます。  《日程第１、会議録署名議員の指名》 ○議長（西山和樹君） 日程第１、会議録署名議員の指名をいたします。   会議録署名議員は、会議規則第１１９条の規定により、１５番議員・山田 均君、１番議員・横山 勲君を指名いたします。  《日程第２、会期の決定》 ○議長（西山和樹君） 日程第２、会期の決定の件を議題といたします。   お諮りいたします。   今期定例会の会期は、本日から９月２２日までの１７日間といたしたいと思います。   御異議はありませんか。 （「異議なし」と呼ぶ者あり） ○議長（西山和樹君） 御異議なしと認めます。   よって、会期は、本日から９月２２日までの１７日間と決しました。   会期中の予定については、お手元に配付の会期日程表のとおりであります。  《日程第３、諸般の報告》 ○議長（西山和樹君） 日程第３、諸般の報告を行います。   本定例会に町長から提出されています案件は、同意第２号のほか３０件です。他諮問、報告があります。   提案説明のため、寺尾町長ほか関係者の出席を求めました。   ９月１日に議会運営委員会が開催され、本定例会の運営について協議されました。 
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  また、閉会中、福祉厚生常任委員会、産業建設常任委員会が開催され、所管の調査研究が実施されました。   ８月２５日には、京都府市町村振興協会主催の議員研修が開催され、全議員が参加し、研修をいただきました。   京丹波町監査委員より、例月出納検査結果の報告がありましたので、お手元に配付しております。   本定例会に京丹波町ケーブルテレビの自主放送番組録画放送のため、ビデオカメラによる撮影・収録を許可いたしましたので報告いたします。   また、町広報の写真撮影につきましても許可いたしましたので報告いたします。   以上で、諸般の報告を終わります。  《日程第４、行政報告》 ○議長（西山和樹君） 日程第４、行政報告を行います。   寺尾町長。 ○町長（寺尾豊爾君） 皆さんおはようございます。   本日ここに、平成２２年第３回京丹波町議会定例会をお願いいたしましたところ、議員各位におかれましては公私何かと御多忙の中御参集いただきまして、まことにありがとうございました。記録的な猛暑となった今年の夏は、９月に入りましても厳しい暑さが続いており、さわやかな秋の訪れを待ち遠しく思っている今日このごろでございます。秋の取り入れも始まりまして、丹精が報われる実りの多い秋となりますよう願うばかりであります。   今期定例会は、昨年１１月に町政をおあずかりいたしまして以来、間もなく１年を迎えようとする中、平成２１年度決算を上程させていただくことになりました。前町政における予算を引き継ぎ執行したものがほとんどではございますが、私は私に寄せられました期待にこたえるべく、一貫して住民目線に立った行政運営に取り組んでまいりました。円滑な行政運営に御指導、御鞭撻をいただいております議員各位、町民の皆様に深く敬意をあらわし、感謝の誠を持ってお礼を申し上げたいと思います。   さて、心配されておりました宮崎県の口蹄疫につきましては、８月２７日に終息宣言がなされたところであり、畜産業の盛んな本町にとりましては、まずは一安心と胸をなでおろしているところであります。被害に遭われました宮崎県の畜産農家の皆様には心からのお見舞いを申し上げますとともに、一日も早い再建を願うものであります。   翻りまして、８月２２日には、鉄道開通１００周年記念事業を多くの御来賓と町民の皆様
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多数の御参加の中、盛大に開催することができました。先人のたゆまぬ努力によって築かれてきた当時の鉄道開通の喜びや期待は想像に難くなく、何としても複線化の実現を図り、本町の活性化につなげていかなければならないと思いを新たにいたしたところでございます。   さて、本町の本年度の主要事業の執行状況について、御報告を申し上げます。   まず、４月２７日に着工いたしました（仮称）瑞穂保育所は、鉄骨の組み立て作業が終わり、建物の外観をイメージしていただける状況となっております。８月末の進捗率は３０．７％で、順調に推移しております。   桧山小学校の改築及び屋内運動場、多目的ホールの増改築工事につきましては６月８日に着工し、夏休み期間中に校舎等の改修をほぼ終え、屋内運動場や多目的ホールの増改築工事も順調に推移し、８月末の進捗率は３４％となっております。   また、議会臨時会において議決いただきました瑞穂中学校屋内運動場改築工事につきましては８月９日から着工し、現在工事を施工中でございます。   ケーブルテレビ拡張整備事業につきましては、８月末の加入戸数は４，０８９戸で、宅内工事を完了しておりますのが２，９０６戸となり、進捗率は７１．１％で、順調に推移いたしております。   道路新設改良事業につきましては、昨年度の国の経済対策を目的とした臨時交付金による路線整備を鋭意進めており、早期完成を目指すことといたしております。   次に、諸課題への対応状況でありますが、まず、医療政策についてでございます。   和知診療所の充実にもつながる医師確保対策では、京都府及び府立医科大学への要望をはじめ、医師確保奨学金制度の創設など懸命の努力を重ねているものの、見通しが立っていないのが現状でございます。現在、８月２０日に設置いたしました医療等審議会におきまして、これからの対策をはじめ、今後の本町における医療確保と町立医療機関のあり方や福祉と医療の連携について審議を進めていただいているところでございます。   また、京丹波町病院への交通手段の確保策をはじめとする町営バス運行のあり方につきましては、学識経験者及び関係機関からなる懇話会を設置して、具体的な検討を行うことといたしております。   下水道料金につきましては、平成２３年度から、定額制から従量制に切りかえることといたしております。今月１３日から開催します「町長と語るつどい」における議題として町民の皆様に御説明申し上げ、御理解と御協力を求めたいと考えているところであります。   一方、地方財政に関しましては、先日、総務省の来年度予算概算要求が公表されております。これによりますと地方財政収支の規模は３，０００億円増額の８２兆４，０００億円、
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地方交付税は出口ベースで、対前年度３３０億円減額の１６兆８，６０５億円となっております。   全体的には社会保障費の自然増に対応する地方財源の確保を含め、一般財源総額について、実質的に平成２２年度の水準を下回らないよう要求がなされており、当面の財政運営については見通しが立つものであります。しかしながら、国の財政は参院選における与党の大敗を受けて、歳入拡大策が後退する一方、債務残高は９００兆円を突破するなど財政悪化に歯どめがかからず、一段と不透明感が増してきている状況にあります。今後とも合併特例期間である平成２７年度までをめどに一層の行財政改革に努め、体力を蓄えてまいりたいと考えております。   以上、行政報告とさせていただきます。 ○議長（西山和樹君） 行政報告を終わります。  《日程第５、請願の委員会付託》 ○議長（西山和樹君） 日程第５、請願の委員会付託を行います。   本日までに受理した請願は、お手元に配付の請願文書表のとおり、産業建設常任委員会に付託いたしましたので報告いたします。   お諮りいたします。   ただいまから上程になっております日程第６、同意第２号 京丹波町梅田財産区管理委員の選任についてから日程第３７、認定第１７号 平成２１年度国保京丹波町病院事業決算の認定についてまでの議案につきましては、本日は提案理由の説明のみとし、質疑、討論、採決は後日の日程といたしたいと思いますが、これに御異議ございませんか。 （「異議なし」と呼ぶ者あり） ○議長（西山和樹君） 異議なしと認めます。   これより日程第６、同意第２号 京丹波町梅田財産区管理委員の選任についてから日程第３７、認定第１７号 平成２１年度国保京丹波町病院事業決算の認定についてまでを一括議題といたします。   町長の提案理由の説明を求めます。   寺尾町長。 ○町長（寺尾豊爾君） それでは、本日提案させていただきました議案につきまして、その概要を説明させていただきます。   同意第２号 京丹波町梅田財産区管理委員の選任についてでありますが、合併前から委員
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としてお世話になっておりました稲元源太郎氏が一身上の都合により７月３０日をもって辞職されたことに伴い、後任の委員に畑中耕造氏を選任することについて、京丹波町財産区管理会条例第３号の規定に基づき、議会の同意をお願いいたしております。   畑中耕造氏は、京丹波町上大久保寺垣内２１番地１にお住まいで、昭和２６年５月１４日のお生まれでございます。現在は電気会社に勤務されており、上大久保区長を歴任されております。農林行政にも見識があり、また、豊富な経験により地元区の活動においても多方面にわたって活動がされております。財産区管理委員として適任であります。御同意賜りますようにお願いを申し上げます。   諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦につきましては、本年１２月３１日をもって任期満了となります前谷幹夫委員を再推薦したいので、議会の御意見をお聞きするものでございます。   前谷幹夫氏は、京丹波町下山岩ノ上６９番地にお住まいで、昭和１９年１０月８日のお生まれでございます。現在、１期目の委員として人権啓発や人権相談など、積極的に活躍いただいているところでございます。御同意賜りますようにお願いを申し上げます。   次に、条例案件でありますが、議案第６３号 京丹波町町営バス運行事業条例の一部を改正する条例の制定につきましては、質美線について、運行実態に基づき料金表の見直しを行うもの。   議案第６４号 京丹波町下山グリーンハイツ簡易水道事業基金条例を廃止する条例の制定につきましては、下山グリーンハイツ簡易水道の町移管に伴い、同基金を廃止するもの。   議案第６５号 京丹波町過疎地域自立促進市町村計画の策定につきましては、過疎地域自立促進特別措置法が本年度から６年間延長されたことに伴い、平成２７年度までの計画を定めるもの。   議案第６６号 町道の路線変更につきましては、畑川ダムの完成により水没する町道２３５号線について、国道２７号下山バイパス交差部から南丹市までの付替え道路について変更認定を行うもの。   議案第６７号 町道の路線認定につきましては、町道２３５号線から付替え林道木ノ谷線の間、延長２１６．６メートルについて、町道下山木ノ谷線として路線認定を行うものであります。   次に、補正予算案件でありますが、議案第６８号 平成２２年度京丹波町一般会計補正予算（第２号）につきましては、補正前の額９６億７，２００万円に今回１１億２，７７０万円を追加し、補正後の額を１０７億９，９７０万円とするものであります。 
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  今回の補正予算につきましては、平成２１年度決算見込みによる繰越金及び本年度の普通交付税の確定等を受けまして、財政健全化対策を主眼とした編成といたしております。   主な事業では、今後の財政需要に備えるため財政調整基金積立事業に５億９，０００万円、財産管理事業として土地開発公社取得用地の買い戻しに１億７８５万２，０００円、先行取得用地活用対策基金積立事業に２億９，１１８万６，０００円を計上したところであります。   このほか４月の人事異動等に伴う人件費の精査を行うとともに、地域集会所やグラウンド施設の整備事業を支援する自治振興補助金に４１３万円、京都丹波ロードレース運営補助金に５４万円、交通手段の確保に関する懇話会設置経費として２８万８，０００円を計上いたしております。   また、保健福祉面では、今回、地域生活支援事業として障害者施設通所交通費助成金を５０万円計上いたしております。共同作業所へ通所する心身障害者が公共交通機関を利用して通所した場合、月額５，０００円以下は満額助成し、５，０００円を超える分は２分の１を助成（上限額は１万円）とするものであります。障害者福祉の増進を図るものであります。   また、京都府の自殺対策モデル市町村として心の健康相談支援事業に９２万９，０００円、子宮頸がんワクチン接種助成事業に８５万円を計上いたしております。   農林業の振興面では、京野菜こだわり産地支援事業として紫ずきんの計量袋詰め機械の導入及び京かんざしの洗い機の導入に係る補助金に１，５０７万３，０００円のほか、命の里事業として和知地区北部振興会の農業機械、トラクターでありますが、購入補助に１５９万６，０００円、広野、大簾地区の水路補修に２４０万円を計上いたしております。   土木費では、地元要望に対する道路修繕工事として１１カ所、５００万円の追加のほか、長寿命化修繕計画策定事業として橋梁点検業務に７４４万９，０００円を追加し、本年度内に町内の３８１橋中２００橋の点検を行うことといたしております。   また、町道町田線木橋町田橋改築工事に係る追加負担金７４２万６，０００円。   ダム関連対策事業として、付替え町道２３５号線の追加負担金１，１６０万２，０００円、町道黒瀬道ノ間線橋梁改築事業負担金に８７８万円を計上いたしております。   教育費では、小学校統合準備事業として、瑞穂地区４小学校の閉校記念誌発行負担金に１５５万４，０００円の追加をはじめ、中学校生徒扶助事業に１３６万円、国民文化祭の準備事業に４８４万７，０００円等を計上いたしております。   なお、投資的な経費につきましては、地域経済の維持拡大のために早期執行を念頭に置き、事業推進を図ってまいる所存でございます。   歳入といたしましては、普通交付税が確定し、その伸びによる追加額５億６，７１２万５，
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００円、前年度繰越金の追加額２億２，８８５万４，０００円、臨時財政対策債の追加額１億５，３３０万円を主なものとして、関連する特定財源の精査により編成いたしたものでございます。   議案第６９号 京丹波町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）では、事業勘定において、補正前の額１８億３，８３２万６，０００円に２，１８９万円を追加し、補正後の額を１８億６，０２１万６，０００円とするものであります。国保税の本算定による減額のほか、過年度分の医療給付費等負担金の精算による返還金及び和知歯科診療所の機器整備に伴う繰出金等について、所要の補正を行うものでございます。   和知診療所勘定では、補正前の額２億３，３７０万円から３７２万円を減額し、補正後の額を２億２，９９８万円とするものであります。職員退職による人件費の精査が主なものでございます。   和知歯科診療所勘定では、補正前の額７，０９０万円に３２６万９，０００円を追加し、補正後の額７，４１６万９，０００円とするものであります。歯科用デジタルＸ線パソコンの機種変更に伴う追加及び人件費の精査を行うものであります。   議案第７０号 京丹波町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）では、事業勘定において、補正前の額１７億７，３８６万円に今回２,３２８万９，０００円を追加し、補正後の額１７億９，７１４万９，０００円とするものであります。給付費準備基金への積み立て及び過年度分の精算による国・府支出金の返還金等について計上いたしたものでございます。   老人保健施設サービス勘定では、補正前の額１億２，４７１万円から１８万３，０００円を減額し、補正後の額を１億２，４５２万７，０００円とするものであります。レスキューマットの購入及び人件費の精査であります。   議案第７１号 京丹波町水道事業特別会計補正予算（第１号）では、補正前の額１２億７３０万円に今回１億５８０万円を追加し、補正後の額を１３億１，３１０万円とするものであります。グリーンハイツ水道基金の廃止による基金の積み替えのほか、消費税納付金及び人件費の精査を行うものであります。   議案第７２号 京丹波町下水道事業特別会計補正予算（第１号）では、補正前の額１１億３，９００万円に今回６８０万円を追加し、補正後の額を１１億４，５８０万円とするものであります。主に府道京丹波三和線道路改良工事に伴う下水道管移設のための測量設計委託料を計上したものでございます。   議案第７３号 京丹波町町営バス運行事業特別会計補正予算（第１号）では、補正前の額７，７２４万７，０００円に今回８０万５，０００円を追加し、補正後の額を７，８０５万
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２，０００円とするものであります。和知地区中山地内にバス転回場の侵入路を設置するほか、人件費の精査を行うものであります。   議案第７４号 京丹波町土地取得特別会計補正予算（第１号）では、補正前の額５，９９３万９，０００円から１０２万７，０００円を減額し、補正後の額を５，８９１万２，０００円とするものであります。４月に土地開発公社から買い戻しを行った山野草新生産園用地購入費の精査であります。   議案第７５号 国保京丹波町病院事業会計補正予算（第１号）では、今回、予算総額に増減は生じないものの、議会の議決を要する職員給与について、予算の組みかえを行うものであります。   続きまして、平成２１年度決算認定議案につきまして、概略を御説明いたします。   平成２１年度は合併後４年目、すなわち京丹波町発足後１期目の最終年度として、前町政のもとで通常予算が編成されたところでございます。昨年度は一昨年秋口のサブプライム問題を契機とする世界的な景気後退による企業業績や雇用情勢の急速な悪化など、厳しい経済情勢に対応するため策定された生活対策や生活防衛のための緊急対策を受けて、地方の行財政改革を継続しつつ、こうした政策的な要請にいかにこたえていくかが最も重要な課題となった一年でありました。   とりわけ本町におきましては８月の衆議院議員総選挙による歴史的な政権交代の中、１１月には合併後２度目の町長、町議会議員選挙が執行され、第２代京丹波町長に私寺尾豊爾が就任させていただいたところであります。町民の皆様の期待にこたえるべく、合併後の４年間を検証しつつ、常に町民目線に立って、平成２１年度予算の適正な執行に努めてまいったところでございます。   そうした情勢の中、国においては、平成２０年度第２次補正予算として地域活性化生活対策臨時交付金事業に引き続き、平成２１年５月には、平成２１年度第１次補正予算として地域活性化公共投資臨時交付金事業及び地域活性化経済危機対策臨時交付金事業を、また、平成２２年１月には、第２次補正予算として地域活性化・きめ細やかな臨時交付金事業を次々と打ち出し、本町におきましては、（仮称）瑞穂保育所建設事業をはじめ、小・中学校の耐震改修事業や道路改良事業など、本町の実情に応じた事業を推進する追加予算を編成し、経済対策の実施に努めてまいったところであります。   一般会計の決算額は、歳入１１８億１，２９８万円、歳出１１０億４，７１８万円、うち翌年度への繰越財源４億８，６９４万円を差し引いた実質収支では、２億７，８８５万円の黒字となりました。これに京丹波町病院事業会計を除く１５特別会計を加えた決算総額は、
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歳入１８３億３，５６９万円、歳出１７４億６，９７８万円、実質収支は３億４，５０８万円の黒字となっております。   なお、一般会計における平成２０年度の黒字となった実質収支額は、６，２９３万円を差し引いた単年度収支は２億１，５９２万円の黒字であります。   一般会計の主な執行面でありますが、総務費では、平成２０年度の繰越事業であります定額給付金給付事業に２億７，６１４万円を執行したほか、財政健全化対策として土地開発公社先行取得用地の債務縮小に向けた土地の買い戻しに５，９７３万円、同じく先行取得用地活用対策基金の積立金に２億３，０７１万円を執行しております。   また、合併特例債を活用した振興基金積立事業には１億９，０２０万円、地域コミュニティを育む自治振興補助金には、主に公民館の改良を目的として９つの自治会に７４７万円を執行しております。なお、協働のまちづくりを推進するため新たに取り組みました地域力向上事業には、５つの地域振興会などでグループワークや先進地視察に取り組んでいただき、２５万円を助成いたしました。さらに、住民自治組織によるまちづくり交付金事業では、３つの地域振興会の魅力ある地域づくりの取り組みに７０万円を交付したところであります。これらの取り組みを通じまして、地域の振興、活性化が図られることを期待するものであります。   民生費では、少子高齢化が進む中、高齢者・障害者の方々が安心・快適に暮らすことのできる環境づくりと児童福祉における次世代育成の充実・拡充に配慮した予算執行に努めたところであります。   障害者の自立支援事業に２億２，００５万円、介護保険事業には２億２，６２６万円、後期高齢者医療制度に係る京都府後期高齢者医療広域連合への医療給付費負担や特別会計繰出金など関係経費に２億４，６３８万円を執行し、制度の円滑な運用に努めたところであります。なお、本町の独自施策として中学校卒業までの医療費について、月額２００円の負担とする子育て医療費助成には３，８８０万円を執行いたしております。   また、保育所施設整備事業として、（仮称）瑞穂保育所の建設に係る測量設計委託料９９５万円、土地購入費として１億６，１６１万円を執行し、事業の進捗を図ったところでございます。   保健衛生費では、町民の皆様が健康で明るく生き生きとした生活を送るためには、継続的な健康教育、健康診査、予防事業などの保健活動が極めて重要であり、本町では各種の健診事業について住民負担を無料として運営いたしております。これらの経費として母子保健事業に９０４万円、生活習慣病メタボリックシンドロームに着目した特定健康診査等事業に１，
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２０８万円、後期高齢者健康診査事業に６７４万円、適正な介護予防事業を実施する高齢者実態把握事業に４１６万円、がん検診事業などに３，４３４万円を執行いたしております。   また、医師・看護師不足や医療費抑制施策など厳しい対策が求められている病院等の診療所費では、３億４，９８０万円を執行いたしております。   なお、平成２１年４月から瑞穂病院は国保京丹波町病院として、質美診療所を附属化した一体的な運営を行っており、今後とも町立医療施設の中核的な役割が果たせるよう努めてまいります。   和知診療所につきましては御承知のとおり、平成２１年１０月から病床を介護療養型老人保健施設に転換したところであり、目下、以前の機能を回復すべく努力を重ねているところであります。   不法投棄、水質保全、地球温暖化対策など重要な政策課題となっております環境衛生面では、下水道会計の繰り出しを含め５億１６万円、清掃費に、船井郡衛生管理組合の分担金を主なものとして２億９，２５６万円、簡易水道費に３億６９２万円を執行いたしております。環境問題に対する意識を高め、ごみの減量化やリサイクルの推進等に努めるとともに、畑川ダム建設とともに統合簡易水道事業の促進や未給水団地への給水と安全で安定した水道施設の整備に努めたところであります。   労働費では、国の緊急経済生活支援対策事業を受けて、社会福祉協議会や丹波自然運動公園協力会への委託事業などにより１３名の雇用創出を図り、１，７４６万円を執行したところでございます。   農林水産業費につきましては、担い手の減少と高齢化の進行による農地の荒廃、集落営農機能の低下が懸念される中、担い手の連携による農地保全や黒大豆、小豆、そば、京野菜等の特産振興営農組織への支援など、生産性の高い農業の実現に引き続き努めたところであります。   中山間地域直接支払交付金に１億１，３３１万円、特産物等作付奨励金や産地づくり支援事業等に１，５４６万円、農地・水・環境保全向上対策事業に１，０８３万円を執行し、地域ぐるみの共同活動や営農活動支援を積極的に行うとともに、有害鳥獣被害防止対策として防除施設助成を中心に９１４万円を執行いたしております。   このほか畜産振興対策として飼料用稲コンバインなどの農業機械導入補助に２，４１７万円、天満宮大池改修事業に４，１１２万円、南丹区域農用地整備事業負担金２億２，６６６万円など、農業振興及び農業生産基盤整備などの農業施策全般で５億７，８４６万円の決算となっております。 
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  また、農村情報整備事業、ＣＡＴＶについては光伝送路、通信設備整備工事、ＩＰ告知放送システム整備工事のほか、一部宅内への引き込み工事を行い、４億４，４５０万円を執行いたしております。   林業費では、森林の多面的機能の保全と森林整備地域活動の促進、有害鳥獣捕獲対策、林道開設等に１億９，９１０万円を執行し、将来を見据えた森林環境の保全整備、育成に努めたところであります。   商工費では、低迷する消費経済の影響を受ける商業、中小企業に対する信用保証料補助金や融資利子補給、商工会への小規模事業経営支援事業助成などの商工振興対策に２，２３７万円を執行し、商工業者の経営安定に努めたところでございます。   土木費では、畑川ダムの建設促進に伴うダム関連事業に２，４４５万円を執行するとともに、交通安全施設、道路維持や新設改良費に３億２，７６２万円、都市公園整備事業に２，８２８万円を執行しております。特に、生活基盤である道路改良事業では認定路線数６９１路線、総延長３８３．６キロメートルについて、今後とも計画的な整備に努めてまいります。   消防費では、京都中部広域消防組合負担金２億３，４７９万円、消防団の運営費に７，８８１万円のほか防火水槽５基の設置など、消防施設費に２，５２０万円を執行いたしております。今後とも安心・安全なまちづくりの基盤整備を進めてまいりたいと考えております。   教育費では、総額で９億９，６９４万円を執行いたしております。安心・安全な教育環境の整備を図るため、和知中学校の耐震改修事業に２億２，１１１万円、小・中学校教育用コンピューター等整備事業に６，０７３万円、学校情報通信技術環境整備事業としてデジタルテレビ、電子黒板、パソコン等の整備に７，３２０万円を執行したほか、それぞれの分野において必要となります学校運営、教育振興、社会教育の推進に所要の額を執行しております。   教育を取り巻く環境は、教育水準が向上し、生活が豊かになる一方で都市化や少子高齢化の進展など大きく変化し、また、子供のモラルや学ぶ意欲の低下、家庭や地域の教育力の低下などが指摘されており、若者の雇用問題なども深刻化しております。政府として初めて教育振興基本計画が策定され、京都府においても教育振興プランが策定中でありますが、これらの状況を踏まえ、本町の教育振興計画の策定に向けて準備を進めてまいりたいと考えております。また、来年４月統合、開校の瑞穂小学校につきましては万全を期して整備に当たっているところでございます。   以上、主たる決算概要について申し上げさせていただきましたが、次に、普通会計をもとにした財政構造面について申し上げたいと存じます。   地方税では、前年度に比べ５，９１７万円減額の１７億８６２万円となりました。 
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  町民税では、納税義務者数及び所得の減少、固定資産税では、評価替えの影響が大きな要因でありますが、徴収率につきましては現年度が前年度の９６．５３％から９６．９５％と０．４２％上昇し、滞納繰越分は８．２７％から１２．７８％と４．５１％上昇いたしました。各会計連携した徴収強化月間や夜間臨時納付の窓口の設置に加え、京都地方税機構への滞納繰越分の移管準備を進めてきたところであります。税負担の公平性を確保する観点から引き続き努力を重ねてまいりたいと思います。   また、税などの徴収に不公平感がないよう、滞納処分等の積極的な取り組みを行いながら法令の根拠に照らし、町税２，６９３万円、国保税２，０５２万円余りを不納欠損処分させていただきました。貴重な自主財源が徴収に至らなかったことは、まことに申しわけなく思うわけでございますが、御理解いただきますようにお願いを申し上げます。   譲与税、交付金関係では、自動車取得税のエコカー減税の影響などを含め前年度に比較し、１，００５万円減額の４億７，０８５万円、地方交付税では、普通交付税が地方再生対策費１億７，４３５万円、地域雇用創出推進費１億４，１８９万円の算入要素を含め、２億９，５９８万円増額の４６億１，０３９万円、特別交付税では５億７，２５２万円と、前年度に比較し、１５３万円の減額となっております。交付税制度そのものの制度改正とともに、今後の動向に十分留意した財政運営に努めてまいりたいと考えております。   また、歳出では、前年度に比べ支出を拘束する人件費で１億４２万円の減額、公債費では２億３，１９３万円の減額、扶助費では３，７６０万円の増額はありますものの、義務的経費全体で２億９，４７５万円の減額で４２億９，５１９万円の決算であります。投資的経費では、ケーブルテレビ拡張整備事業や和知中学校耐震改修事業、また、瑞穂地区保育所施設整備事業の用地取得など、７億９，２９９万円増額の１９億６，５６０万円の決算となっております。   このような決算状況の中、財政構造の指標となります経常収支比率は前年度比６．８ポイント減の８２．９％、実質公債費比率は１．５％減の１８．８％となり、行財政改革の効果が一定あらわれてきつつあります。しかしながら、これら指標の算定に大きなウエートを占める普通交付税につきましては、合併特例による交付となっているほか、経済対策としての上乗せがされておりますので、これら特例措置の終了及び将来の財政需要を念頭に経常的な経費の節減に努めるとともに税収の確保、受益の負担の公平性が確保できる適正な財政運営になお一層の努力を重ねてまいりたいと存じております。   また、特別会計の決算状況につきましては、１５特別会計で歳入額総額６５億２，２７１万円、歳出額総額６４億２，２６０万円、実質収支は６，６２３万円となっております。 
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  国保京丹波町病院事業会計では、消費税を除いた収益的収支で総収入額８億２，１６３万円、総支出額８億２，６０９万円、収支差引４４６万円の純損失となりました。病床変更による診療報酬の増などにより、前年度の純損失４，８８１万円から収支は大きく改善いたしましたが、繰越欠損金は前年度までの１億４，４４８万円に加え、１億４，８９５万円となりました。今後とも一層の経営改善に努め、単年度黒字を目指してまいります。なお、資本的収支では、収入総額１億５，７１４万円に対し、支出総額も１億５，７１４万円となり、整合が図れたところでございます。   以上申し上げまして、提案理由の説明とさせていただきます。   提案させていただきました議案は３２件であります。細部につきましては、会計管理者、また、所管する課長より説明いたさせますので、何とぞ慎重に御審議賜りまして、原案に御賛同いただきますようによろしくお願いを申し上げます。 ○議長（西山和樹君） 補足説明を担当課長から求めます。   説明は日程順にお願いをいたします。   山森瑞穂支所長。 ○瑞穂支所長（山森英二君） 同意第２号 京丹波町梅田財産区管理委員の選任について、同意をお願いしたいと思います。   次の者を京丹波町梅田財産区管理委員に選任したいから、京丹波町財産区管理委員会条例（平成１７年条例第１８７号）第３条の規定により議会の同意を求めるものであります。   委員の住所ですけれども、京都府船井郡京丹波町上大久保寺垣内２１番地の１、氏名 畑中耕造、昭和２６年５月１４日生まれの方でございます。   先ほど町長からもありましたように、提案理由といたしましては、委員に欠員が生じたため後任の委員を選任するものでございます。   平成２２年９月６日提出、京丹波町町長 寺尾豊爾でございます。   以上、同意をよろしくお願いしたいと思います。 ○議長（西山和樹君） 下伊豆住民課長。 ○住民課長（下伊豆かおり君） 続きまして、諮問第１号につきまして、さきに町長より人権擁護委員候補者の推薦につきまして説明がございましたが、私からは諮問第１号を読み上げまして、補足説明とさせていただきたいと思います。   諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について。   下記の者を人権擁護委員の候補者として推薦したいので、人権擁護委員法（昭和２４年法律第１３９号）第６条第３項の規定により議会の意見を求める。 
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記   住所 京都府船井郡京丹波町下山岩ノ上６９番地。   氏名 前谷幹夫、昭和１９年１０月８日生まれ。   平成２２年９月６日提出、京丹波町長 寺尾豊爾。   提案理由 人権擁護委員の任期満了に伴い、人権擁護委員候補者を推薦する必要があるため。   以上でございます。   なお、裏面に主な職歴等を記載しております。地域での信頼度も高く、それを生かしていただきまして、引き続き積極的に活動していただける適任者と確信しておりますので、人権擁護委員候補者としての再推薦についてよろしくお願いいたします。 ○議長（西山和樹君） 中尾企画政策課長。 ○企画政策課長（中尾達也君） 続きまして、議案第６３号 京丹波町町営バス運行事業条例の一部を改正する条例につきまして、補足説明をさせていただきます。   提案理由といたしましては、京丹波町町営バスの質美線におきまして、運行料金が一部実態にそぐわない部分がございますので、今回、料金表の見直しを行うものでございます。   添付をしております新旧対照表並びに、その後にバス系統図をつけております。もしくは、本日お配りをしました町営バス路線図、料金表、質美線抜粋の部分をごらんいただきながら説明をしたいと思います。   現在、この質美線には運行ルートが２本ございます。１本は桧山から妙楽寺、それから十倉、水呑を経由しまして下山駅まで行きます路線と、あと１本は桧山駅から妙楽寺、丹波三ノ宮、高尾、西田口、松尾、水呑を経由し、下山駅まで向かいます路線、この２本がございます。   運行数は、１日で前者が１往復、後者のほうが４往復の運行となっております。   料金表で見てみますと、現在、桧山から西田口及び松尾バス停までの運賃、現行が３００円、それから桧山から水呑バス停までの運賃、これが現行２００円ということで、西田口、松尾のバス停の運賃がその先の水呑のバス停の運賃よりも高くなっているという状況にございます。   これは１つの料金表に２つの運行路線を掲載したことで、十倉、水呑以降の運賃が、短い運行路線の料金が適用をされているものでございます。このため本来は西田口、松尾を経由します路線では、水呑以降の運賃を引き上げる必要が生じてまいります。しかし、路線の経路や時間帯によりまして同じバス停の運賃が異なり、大変煩雑となってまいりますことから、
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西田口、松尾の料金を現行の３００円から１００円引き下げることで運用することが適切というふうに考えまして、今回条例改正を行うものでございます。   以上、説明とさせていただきます。御審議いただきますようよろしくお願いいたします。 ○議長（西山和樹君） 木南水道課長。 ○水道課長（木南哲也君） それでは、失礼いたします。   ただいま上程となりました議案第６４号 京丹波町下山グリーンハイツ簡易水道事業基金条例を廃止する条例の制定につきまして、補足説明をさせていただきます。   さきの６月議会では、議案第５８号 京丹波町水道事業給水条例の一部を改正する条例をご承認いただきまして、グリーンハイツ簡易水道について定めた規定を削除させていただいたところであります。   グリーンハイツ簡易水道の町移管に伴いまして、京丹波町下山グリーンハイツ簡易水道事業基金をこのたび廃止し、その基金を水道事業基金に積みかえをいたしたいと考えております。本議案をご承認いただきましたならば９月３０日付で解約を行い、同日に水道事業基金に積みかえ、１０月１日に廃止条例の施行という事務手続を考えております。   以上、補足説明とさせていただきます。御審議賜りまして、御議決賜りますようお願い申し上げます。 ○議長（西山和樹君） 中尾企画政策課長。 ○企画政策課長（中尾達也君） 続きまして、議案第６５号 京丹波町過疎地域自立促進市町村計画の策定につきまして補足説明をさせていただきます。   今回の過疎地域自立促進市町村計画につきましては、さきの本年３月ですが、特別措置法、いわゆる過疎法の改正がございまして、新たに過疎法の執行期限が延長となっております。延長期限は平成２８年３月３１日までの６年間ということで、現行法が延長をされることになりました。   また、今回の過疎法の改正によりまして、過疎地域の要件が追加となっております。これまでの過疎地域の要件に加えまして、平成１７年の国勢調査結果に基づく過疎地域の要件というものが新たに追加をされておりますのとあわせまして、特別措置ということで特別措置が拡充になっております。特別措置の主な内容としましては、過疎債のソフト事業への拡充というものがございまして、地域医療の確保、住民に身近な生活交通の確保、集落の維持及び活性化などの住民の安全・安心な暮らしの確保を図るための事業で、市町村計画に定めるものが新たに対象となっております。   今回議決を求めます内容としましては、議案の後ろにつけております京丹波町過疎地域自
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立促進計画でございます。この計画につきましては、現在、町のほうで振興しております町の総合計画を基本としまして、府が策定をしております過疎地域自立促進方針に基づきまして、町の自立発展を目指して実施する過疎対策について取りまとめたものでございまして、総合計画にありますまちづくりの中心に人を位置づけまして、人々の生活基盤、交通・情報、健康・福祉、安心・安全を整えることを前提に策定をするものでございます。   なお、参考資料としまして事業の計画、２２年度から２７年度までの６年間の計画、並びに平成２２年度概算事業計画ということで別途つけさせていただいております。   以上でございます。御審議いただきますようよろしくお願いいたします。 ○議長（西山和樹君） なお、現在、御説明いただきました分の過疎計画の案件につきましては、明日の全員協議会で詳細について御説明いただくことになっておりますので、よろしく御理解をお願いいたします。   続きまして、議案第６６、６７号につきまして、十倉土木建築課長。 ○土木建築課長（十倉隆英君） それでは私のほうから、ただいま上程となりました議案第６６号並びに６７号について補足説明のほうをさせていただきます。   まず、議案第６６号の町道の路線変更について説明をさせていただきます。   議案書の次のページに平面図をつけておりますので、御確認ください。   今回変更をお願いいたします町道２３５号線につきましては、畑川ダムの供用により水没するため、現在、京都府におきまして、付替え工事のほうを実施されております。付替え後の起点となります国道２７号下山バイパスが昨年供用され、その管理区分が確定されたことや、また、路線計画が確定したことに伴いまして、起点箇所を下山茨堂４２番地４とし、路線延長につきましては１，８１８メートル、道路幅員につきましては２車線道路となるため７メートルとして変更をお願いするものでございます。   なお、本路線が完成しますと、２７号下山バイパスから湖畔を通り南丹市日吉町胡麻とを連絡する幹線道路となることから、道路利用者の安全で円滑な通行の確保を図る必要があるため、今回変更認定をお願いするものでございます。   次に、議案第６７号の町道の路線認定について説明をさせていただきます。   新たに路線の認定をお願いします下山木ノ谷線につきましては、畑川ダム関連事業として実施しております町道２３５号線と同じく、付替え林道として実施されました林道木ノ谷線を連絡する道路として認定をお願いするものです。   次のページの平面図を御確認ください。   まず、起点につきましては、下山大原２８番地５としており、先ほど変更認定をお願いし
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ました町道２３５号線との交差部としております。また、終点につきましては、下山大原１２４番地１７としており、林道木ノ谷線との接続箇所としております。路線延長につきましては２１６．６メートル、道路幅員につきましては４メートルとしてお願いするものでございます。   なお、ダム事業完成後におきましては、ダムの管理をはじめ、林道受益者の利便性の向上を図る必要があることから新規に認定をお願いするものでございます。   以上、まことに簡単ではございますが、議案第６６号並びに６７号の補足説明とさせていただきます。御審議賜りまして、お認めいただきますようよろしくお願いいたします。 ○議長（西山和樹君） ただいまから１０時３０分まで暫時休憩いたします。 休憩 午前 １０時１３分 再開 午前 １０時３０分 ○議長（西山和樹君） 休憩前に引き続きまして、会議を開きます。   伴田総務課長。 ○総務課長（伴田邦雄君） それでは、議案第６８号 平成２２年度京丹波町一般会計補正予算（第２号）につきまして補足説明を申し上げたいと思います。   今回の補正予算は、既定の歳入歳出予算に１１億２，７７０万円を追加し、補正後の額を１０７億９，９７０万円とすることについてお願いをするものでございます。   概要といたしましては、町長の提案理由の説明にございましたとおり、２１年度の決算見込みによる繰越金と本年度の普通交付税の確定、これは臨時財政対策債も含んでおるわけでございますが、これによりまして９億５，７００万円余りの一般財源が確保できましたことから、今後の財政需要に備えるための財政調整基金への積み立てのほか、課題となっております土地開発公社債務の縮小に向けた用地の買い戻しや先行取得用地活用対策基金への積み立てなど、財政健全化対策を主眼とした編成とさせていただいております。   それでは、ページをめくっていただきまして、第１表につきましては後ほど、事項別明細書により説明をさせていただきたいと思います。   ６ページからの第２表、地方債の補正でございますが、内容につきましては後ほど、事項別明細書１０ページからの町債のほうで御確認をいただきたいなと思うわけでございますが、１つは、合併特例事業債を６９０万円増額をさせていただいております。これにつきましては須知公園整備事業の工事請負費の増額に伴いまして２１０万円増額と、ダム関連対策事業負担金の増額に伴いまして４８０万円を増額をさせていただいたものでございます。   次の一般単独事業債につきましては、大倉谷川河川整備事業に充当しておりますが、その
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裏には京都府市町村未来づくり資金というのも充当しておりまして、今回、再算定をする中で地方債充当の総額は変更ございませんが、低利率で借り入れができます京都府市町村未来づくり資金のほうに２０万円増額をさせていただく関係で、一般単独事業債につきまして２０万円減額をさせていただくというものでございます。   ７ページの地方道路等整備事業債につきましては、町道町田線木橋町田橋改築負担金の増額に伴いまして５２０万円を増額させていただいております。   それから過疎対策事業債の関係でございますが、３４０万円を増額させていただいております。これにつきましては道路新設改良事業、町道小野線、町道升谷大迫線の増額に伴うものでございます。   ８ページの臨時財政対策債でございますが、１億５，３３０万円を増額させていただいております。これにつきましては普通交付税の振替措置として措置がなされているものでございますが、２２年度分の確定がいたしましたので、その額まで増額をさせていただいたところでございます。   最後の京都府市町村未来づくり資金の関係でございますが、２３０万円を増額しております。須知公園整備事業、町道町田線木橋町田橋改築負担金の増額に伴うものと、先ほど申し上げました一般単独事業債の再算定に伴うものでございます。   合計では、補正前の額に１億７，０９０万円増額の１１億９，８４０万円の発行ということで整理をさせていただいております。うち交付税の算入でございますが、約８３％の９億９，８２０万円余りが交付税算入いただける地方債であるというふうに存じておるところでございます。   次に、補正予算の重立った項目について説明をさせていただきたいと思います。   事項別明細書の１２ページをお願いしたいと思います。   まず、歳出からでございますが、人件費関係につきましては各費目を通じまして、４月の人事異動及び共済組合負担金率の変更等に伴いまして精査を行っておるということでございますので、よろしくお願いを申し上げたいと思います。   １３ページの財産管理費でございますが、土地購入費に１億７８５万２，０００円を計上しております。これは冒頭申し上げました土地開発公社の先行取得用地の買い戻しでございまして、この土地につきましてはお手元のほうに資料を配付させていただいておりますが、園部消防署丹波出張所の裏側でございます富田長野地内の５筆、４，６４６平米でございます。   経過といたしましては、平成３年に工業団地造成事業といたしまして、全体で２万４，０
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００平米余りを取得し、その後、平成１３年度にほとんどを買い戻していたものでございますけれども、一部が残っていたということでございまして、今回整理を行うということで計上させていただいたものでございます。なお、財源につきましては先行取得用地活用対策基金の繰り入れをお願いしておるところでございます。   次に、最下段の積立金でございますが、これも最初に申し上げましたが、今後の財政需要に備えるために財政調整基金に５億９，０００万円、先行取得用地活用対策基金に２億９，１１８万６，０００円を積み立てることとしております。   次に、１４ページの１行目でございますが、土地取得特別会計繰出金の１０２万７，０００円の減額につきましては、これも説明ございましたけれども、本年４月に買い戻しを行いました山野草新生産園用地の精算でございます。   次の企画費の京都丹波ロードレース運営補助金につきましては、今回から本町も主催者の一人として運営に参画することといたしておりまして、事務局人件費相当分について補助するものでございます。   １５ページの交通対策費、交通対策一般事業の報償費２８万８，０００円につきましては、交通手段の確保に関する懇話会設置経費として計上したものであります。   次の地域振興事業費の自治振興補助金につきましては、町内１３地区に対するものでございますが、集会所などのバリアフリー化３件、屋根の改修２件、複写機の購入７件、グラウンド照明の改修１件という内容でございますが、そうしたことにつきまして補助をするものでございます。   少しページを送っていただきまして、１８ページでございます。   中段の障害者福祉費の地域生活支援事業、障害者施設通所交通費助成金の５０万円につきましては、これも提案理由の説明にもございましたが、共同作業所等へ通所する心身障害者が公共交通機関を利用して通所した場合、月額５，０００円以下は満額助成し、５，０００円を超える分につきましては２分の１を助成すると。上限額を１万円とする、そうしたものでございまして、障害者福祉の増進を図るものでございます。なお、対象者は現在のところ１１名というふうに聞いておるところでございます。   次に、２０ページでございますが、上から２つ目の保育所費の備品購入でございますけれども、京都府こども未来基金の交付を受けまして、各保育所にＡＥＤを設置するほか、本立て等を購入するものでございます。   また、最下段でございますけれども、心の健康相談支援事業委託料６１万４，０００円につきましては、京都府の自殺対策モデル市町村ということで、精神保健福祉士の派遣であり
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ますとか、随時の電話相談等を専門医療機関に委託するものでございます。   また、２１ページ中段の予防接種事業につきましては、子宮頸がんワクチンの接種助成金７４万円と接種扶助費として１１万円を計上しております。この子宮頸がんワクチンにつきましては、本日の京都新聞に掲載をされておったところでございますが、小学６年生から中学３年生までを対象としておりまして、希望者に対し半年間に３回の接種を行うものでございますが、１回当たり１万５，０００円が必要で、合計４万５，０００円の費用が必要でございます。今年度におきましては中学３年生のうち接種率を５０％と見込みまして、３７人分の２回分の接種分につきまして、予定されております京都府の補助、３分の１でございますが、それに町の補助３分の１を加えまして助成することとしたものでございます。なお、生活保護世帯につきましては全額補助することとして、自己負担分を扶助費に計上させていただいたものでございます。   次に、２３ページでございますが、農業振興費の野生鳥獣被害防止施設設置委託料の６２２万６，０００円の減額につきましては、国庫補助対象の委託事業の要件を満たさない事業分を減額したものでございますが、これにつきましては１つ欄を飛びまして、第１９節の負担金補助及び交付金にございます有害鳥獣被害防止施設設置事業補助金として事業を振りかえるというものでございます。   また、その下の農業機械導入補助金３２９万１，０００円の減額につきましては、和知ふるさと振興センターが導入する飼料用米のコンバイン導入に係る町単費補助から府補助のある京の黒大豆・小豆等産地づくり事業補助金に移行させるものでございます。また、京野菜こだわり産地支援事業補助金の１，５０７万３，０００円につきましては、新たに府の補助を受けまして、紫ずきんの計量袋詰め機械の導入及び京かんざしの洗い機の導入に係る補助金ということで計上させていただいております。   そのほか命の里事業といたしまして、和知地区北部振興会の農業機械、これはトラクターでございますが、それの購入補助に１５９万６，０００円、また同じく、命の里事業の農業生産基盤整備事業といたしまして、広野大簾地区の水路補修に工事請負費の１００万円と、次のページにわたっておるわけでございますが、地元施行分に対する農業生産基盤整備事業補助金といたしまして１４０万円組ませていただいておりまして、合計２４０万円を計上しておるところでございます。補助事業の組みかえのほか、町施行分と補助事業分が混在しておりまして、わかりづらい説明で恐縮でございますが、よろしくお願いを申し上げたいと思います。   また、２４ページの中段の農地費の工事請負費でございますが、農道舗装修繕工事につき



 

－２５－ 

ましては、農道安栖里坂原線及び須知東部３号線の修繕でございます。   また、最下段の山村開発センター管理事業の修繕料２５９万１，０００円につきましては、暖房用ボイラーに亀裂が見つかりまして、修繕が必要となったものでございます。   それから、２５ページのＣＡＴＶ施設管理事業の工事請負費６９７万２，０００円につきましては、瑞穂地区の井尻地内にございます住宅開発団地への伝送路の敷設工事ということで計上させていただいております。   次に、２６ページでございますが、下段の林業振興費でございますが、需用費から工事請負費までの合計の３１５万円でございますが、これにつきましては災害に強い森づくり事業といたしまして、瑞穂地区の水呑地内の風倒木処理を行うものでございます。   また、最下段の緑の公共事業補助金につきましては、間伐の実施に係る府補助金の増額に対応したものでございまして、美しい森林づくり基盤整備交付金１，１００万２，０００円の減額につきましては、逆に国庫補助の配分額の縮小によりまして減額となったものでございます。   次に、２８ページでございますが、中段の道路橋梁費でございますが、委託料の７４４万９，０００円は、長寿命化修繕計画策定事業といたしまして、橋梁点検業務委託料を増額するものでございます。本年度内に町内の３８１橋中２００橋の点検を行うものでございます。   また、その次の道路修繕工事の５００万円の追加でございますが、これにつきましては地元要望に対する道路修繕として１１カ所分を新たに追加するものでございます。   次に、２９ページの河川改良事業では、町道町田線木橋町田橋改築事業に係る追加負担金７４２万６，０００円、また、その下のダム関連対策事業につきましては、下山地内の付替え町道２３５号線の追加負担金１，１６０万２，０００円、それから町道黒瀬道ノ間線橋梁改築事業負担金に８７８万円を計上させていただいております。   また、都市公園関係でございますが、須知公園の植栽工事等に４２０万円、水辺公園の遊具等の修繕に１２０万円を計上しておりまして、遊具等の安全対策を行うこととしております。   次に、３０ページの消防費の中段でございますが、消防施設費の工事請負費では、老朽化して大変危険になっております豊田区、中台区、東又区の警鐘台を撤去いたしまして、豊田区、中台区についてはホースの乾燥塔を設置するものでございます。   次に、教育費では、３２ページでありますが、上から３つ目でございますが、瑞穂地区の小学校統合に係る閉校記念誌発行負担金の追加をはじめ、小学校費、中学校費を通じまして、京の子ども夢・未来体験活動推進事業補助金といたしまして、それぞれ職場体験学習に係る
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受け入れ先への補助金を計上したところでございます。   また、３３ページの最下段でございますが、生徒扶助事業として就学援助費等に所要の予算を追加させていただいたところでございます。   最後に、３５ページでございますが、国民文化祭準備事業といたしまして京都府市町村振興協会の交付金を受けまして、和知ふれあいセンターの屋外階段手すりの改修のほか、実行委員会負担金といたしまして２７０万９，０００円を追加計上いたしたところでございます。   戻っていただきまして、３ページをお願いしたいと思います。   これらに充当いたします歳入の内容でございますが、主な一般財源でございますが、地方特例交付金を追加計上いたしております。これは以前の児童手当の制度拡充分と子ども手当の創設に伴う地方公共団体の負担増分、さらに、住宅ローン控除による住民税の減収分、また、自動車取得税減税に伴う自動車取得税交付金の減収分の一部補てんとして交付されるものでございまして、２２年度分の交付決定による追加でございます。   次に、普通交付税でございますが、当初の見込みより大幅な増額となったところでございます。これは、平成２２年度の地方財政計画及び２１年度の交付実績等々から当初予算におきましても約３億円程度は留保財源として見込んでいたところではございますが、さらに、単位費用や補正係数の引き上げ等がございまして基準財政需要額が増加し、逆に基準財政収入額が当初見込みから１，７８０万円余り落ち込んだということで大幅な増額となったものでございます。   その他各種の特定財源につきましては歳出の補正に合わせまして精査を行ったものがほとんどございますが、特に５ページでございますけれども、土木費の国庫補助金でございますが、地域活力基盤創造交付金でありますとか、都市公園整備事業国庫補助金が社会資本整備総合交付金という名称に変更となっておりますために、大きな増減となっておるところでございます。   また、６ページでございますが、１行目でございますけれども、総務費府補助金といたしまして市町村未来づくり交付金の確定がございまして、今回３，０００万円を計上させていただいたところでございます。   以上、議案第６８号 一般会計補正予算（第２号）の説明とさせていただきます。よろしくお願いを申し上げます。 ○議長（西山和樹君） 下伊豆住民課長。 ○住民課長（下伊豆かおり君） 続きまして、議案第６９号 京丹波町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）の事業勘定分につきまして補足説明を申し上げます。 
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  今回の補正は、既定の予算総額に歳入歳出それぞれ２，１８９万円を追加し、補正後の額を１８億６，０２１万６，０００円とするものでございます。   主には今年度の国保税の本算定結果に基づく保険税の調整と昨年度の交付金等の実績に基づきまして、精算によって生じました返還金の補正でございます。   それでは、歳入から説明をさせていただきます。   事項別明細書の３ページをお願いいたします。   最初に、歳入では、１款 国民健康保険税につきまして、平成２２年度分の本算定の結果、一般被保険者の医療給付費分で１，３３４万８，０００円の減、後期高齢者支援金分で３５０万９，０００円の減、介護納付金分では９８万２，０００円の減となっております。また、退職被保険者分では医療給付費分で４２万７，０００円の追加、後期高齢者支援金分で１１万５，０００円の追加、介護納付金分で５４万２，０００円の減額とし、保険税合計では１，７８３万９，０００円の減額としております。   この主な要因といたしましては、国保税の課税の基礎となります平成２１年中の基準総所得の金額が当初の見込み額を下回ったことが主な理由でございます。   また、今年度から非自発的失業者等、一定の条件を満たす方につきましては課税の基礎額となります前年度の所得を１０分の３とみなすことになりました。そのことによります保険税への影響額は全体で約３３０万円の減額と見込んでおります。   次に、３款 国庫支出金、２項 国庫補助金のうち特別調整交付金につきましては、歯科診療所の医療機器整備事業に変更があり、交付金の増額が見込まれますので４４２万５，０００円を追加しております。これは全額が歯科診療所への繰出金となるものでございます。   ９款 繰入金、１項 他会計繰入金、一般会計繰入金では全体で８３万８，０００円の追加とし、次ページに記載しております健康管理センターの修繕に係る分８５万９，０００円を主なものとしております。   また、２項 基金繰入金では、後ほど説明いたします歳出総額との収支のバランスをとるため、現時点では基金繰入金で調整することとして、３４８万４，０００円を追加いたしております。   また、同じく９款 ３項の直営診療施設勘定繰入金では、後ほど歳出で説明いたします返還金のうち昨年度、特別調整交付金の対象として和知診療所勘定に繰り出しましたレセプト電算システム分の返還に当たり、返還額相当額を和知診療所勘定から繰り入れるものでございます。   １０款 繰越金につきましては、後ほど説明いたします歳出との関係が大きいわけでござ
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いますけれども、２１年度において療養給付費負担金等が過大交付であった分も含めまして、前年度の繰越金２，９９８万８，０００円を追加するものでございます。   続きまして、５ページの歳出をお願いいたします。   歳出の１款 総務費、総務管理費、一般管理費では１１万８，０００円の追加で、人件費及び事務費の精査によるものでございます。   次に、５款 老人保健拠出金の６，０００円の減額と６款 介護納付金の３０万９，０００円の減額につきましては、ともに今年度納付すべき額の確定によるものでございます。   また、８款 保健事業費におきましては、健康管理センターの施設補修に係ります修繕料と備品購入を主なものといたしまして、全体で７８万７，０００円の追加をお願いしております。なお、先ほど歳入で説明申し上げましたように、施設管理に係ります事業分８５万９，０００円につきましては一般会計からの繰り入れを行うこととしております。   最後に、１１款 諸支出金、１項の償還金及び還付加算金につきましては、２１年度の実績に基づきまして超過交付分を返還することとなりましたので、所要額１，６８１万２，０００円を計上いたしております。   同じく、諸支出金の繰出金につきましては、歯科診療所の医療機器の更新にかかわりまして特別調整交付金を受けるものを全額繰り出すもので、４４２万５，０００円を追加いたしております。   事業勘定におきましては以上でございます。御審議のほどよろしくお願いいたします。 ○議長（西山和樹君） 藤田医療政策課長。 ○医療政策課長（藤田正則君） 続きまして、議案第６９号 平成２２年度京丹波町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）のうち診療所勘定の補正予算について補足説明を申し上げます。   まず、和知診療所におきましては、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ３７２万円を減額し、補正後の額を２億２，９９８万円とすることをお願いするものでございます。   細部につきましては事項別明細書によりまして御説明をさせていただきます。   １枚めくっていただきまして、事項別明細書の３ページをお願いいたします。   まず、歳入に当たります診療収入において、過年度の一部負担金が発生しましたので追加をいたしております。   繰入金におきましては一般会計繰入金として４８７万８，０００円を減額し、収支の均衡を図らせていただいているものでございます。また、前年度の繰越金として１１５万７，０００円を追加させていただくものでございます。 
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  次に、４ページの歳出に移らせていただきます。   歳出の一般管理費では、６月に外来看護師が１名退職をいたし、また、診療所関係の職員の人件費関係の組みかえを対象といたしております。ほかには維持システムの保守サポートが平成２２年度末をもち打ち切られるために新維持システムの賃貸料４１万５，０００円を追加し、同時に電子カルテにも波及してくるため、その保守委託料５万８，０００円を追加いたしております。また、国保特別会計への繰出金として９２万４，０００円を追加いたしております。   以上が和知診療所勘定でございます。   続きまして、和知歯科診療所勘定について御説明をさせていただきます。   和知歯科診療所勘定におきましては、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３２６万９，０００円を追加し、補正後の額を７，４１６万９，０００円とするものでございます。   事項別明細書３ページをお願いいたします。   繰入金におきましては一般会計繰入金として２２２万５，０００円を減額し、収支の均衡を図らせていただいております。また、事業勘定繰入金として４４２万５，０００円を追加し、繰越金として１０６万９，０００円を追加させていただいております。   次に、４ページの歳出につきましては、一般管理費として人件費の所要額の補正を行っております。また、医業用器具費の備品購入として２５１万２，０００円を追加させていただいております。   以上、簡単ではございますが、診療所勘定に係る説明とさせていただきます。御審議いただきましてよろしくお願いいたします。 ○議長（西山和樹君） 堂本保健福祉課長。 ○保健福祉課長（堂本光浩君） それでは、議案第７０号 平成２２年度京丹波町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）の事業勘定分につきまして、その概要を御説明申し上げます。   今回の補正につきましては事業勘定において歳入歳出それぞれ２，３２８万９，０００円を追加し、歳入歳出の総額を１７億９，７１４万９，０００円とさせていただくものでございます。   以降、事項別明細書での御説明とさせていただきます。   ３ページ、歳入からでございます。   ４款 支払基金交付金、１目 介護給付費交付金３０６万１，０００円。介護給付費に係ります前年度の精算交付分でございます。   ５款 府支出金、１目 府委託金１００万円。京都府の委託を受けまして、認知症地域支
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援体制構築推進事業を新たに実施させていただくものでございます。   ６款 財産収入につきましては、介護保険給付費準備基金の預金利子２８万４，０００円を追加させていただくものでございます。   ８款 繰越金につきましては、前年度繰越金を追加させていただいております。   続きまして、歳出についてでございます。   ４ページをお願いいたします。   ３款 地域支援事業費、２目 任意事業費、認知症地域支援事業１００万円。先ほども歳入でも申しましたけれども、京都府の委託事業といたしまして認知症家族の交流学習会、認知症予防教室、認知症サポーター養成講座など、専門医療機関との連携のもと実施するものでございます。   ４款 基金積立金につきましては、介護保険給付費準備基金積立金として２３６万８，０００円を追加するものでございます。この積立金の原資につきましては、歳入で御説明させていただきました支払基金の介護給付費交付金の過年度分、それから準備基金の預金利子２８万４，０００円でございます。   ６款の諸支出金につきましては１，９９２万１，０００円を追加し、総額２，００２万１，０００円とするものでございます。保険給付費及び地域支援事業費に係ります国・府及び支払基金への返還金でございます。   以上、簡単ではございますけれども、議案第７０号事業勘定分についての補足説明とさせていただきます。御審議のほどよろしくお願いいたします。 ○議長（西山和樹君） 藤田医療政策課長。 ○医療政策課長（藤田正則君） 続きまして、議案第７０号 平成２２年度京丹波町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）のうち老人保健施設サービス勘定の補正予算につきまして補足説明を申し上げさせていただきます。   まず、老人保健施設サービス勘定におきましては、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１８万３，０００円を減額し、補正後の額を１億２，４５２万７，０００円とすることをお願いするものでございます。   細部につきましては事項別明細書によりまして御説明をさせていただきます。   １枚めくっていただきまして、事項別明細書の３ページをお願いいたします。   歳入の繰入金におきましては、一般会計繰入金として１２６万円を減額し、収支の均衡を図らせていただいております。また、前年度の繰越金として１０７万７，０００円を追加させていただくものでございます。 
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  次の４ページの歳出に移らせていただきます。   歳出の一般管理費では、老健関係の職員及び嘱託職員の人件費関係の所要額の補正を行っております。また、備品購入とし、緊急時に入所者に使用するレスキューマット等に２２万円を追加させていただいております。   以上、簡単ではございますが、老人保健施設サービス勘定の補足説明とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 ○議長（西山和樹君） 木南水道課長。 ○水道課長（木南哲也君） それでは、議案第７１号 平成２２年度京丹波町水道事業特別会計補正予算（第１号）につきまして補足説明をさせていただきます。   今回の補正予算（第１号）につきましては、補正前の額１２億７３０万円に１億５８０万円を追加し、補正後の額を１３億１，３１０万円とさせていただくものでございます。   先に歳出の補正額について御説明させていただきます。   事項別明細書の４ページをご覧ください。   １款 水道管理費、１項 水道管理費、１目 一般管理で、人件費に係る整理をいたしております。主な大きな額としまして２５節 積立金につきまして、先ほど議案第６４号で上程しておりますとおり、京丹波町下山グリーンハイツ簡易水道事業基金条例を廃止していくに当たり、その基金を水道事業基金に積みかえをしてまいりたいと思っております。   歳入とも関連いたしますが、事務の流れといたしまして、まず一番目に、解約日までのグリーンハイツ簡易水道事業基金利子分を財産収入として特別会計に一たん収納いたしまして、次にグリーンハイツ基金に積み立てまして、３つ目には基金総額を特別会計に繰り入れまして、４つ目に水道事業基金に積み立てるという手順をとる予定でございます。   次に、２７節 公課費でございますが、消費税納付金１，６８０万１，０００円を増額補正いたします。消費税は主に使用料などの課税売り上げに係る消費税から、これも主に工事請負費や施設管理費などの課税仕入れ等に係る消費税を引き算しまして、納付する消費税が確定していくわけでございますが、当初予算の見込みに比べまして、引かれるほうの課税仕入れ等に係る消費税が減ったことが主な要因でございます。統合簡易水道事業の翌年度への繰り越しが主な要因でございます。   次に、歳入の主なものについて説明をいたします。   事項別明細書の３ページをごらんください。   そのほとんどが下山グリーンハイツ簡易水道の町移管と基金の廃止に伴うものでございます。 
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  ２款の使用料及び手数料、１目 水道使用料におきましては、当初予算におきましては下山グリーンハイツの現年度分水道料金を１カ月分のみ計上しておりましたが、下山グリーンハイツ簡易水道の町移管が４月初旬に整いましたので、分けて受け入れる必要がなくなったために、すべて減額をいたします。   ６款の繰入金でございます。１目 基金繰入金の増額補正１億６０９万３，０００円のうち８，２２７万４，０００円がグリーンハイツ基金の解約見込み額になっております。その差額であります２，３８１万９，０００円が水道事業会計の運営に不足している額として、水道事業基金から繰り入れをしてまいりたいと考えております。   以上、簡単ではございますが、説明とさせていただきます。御審議いただき、御議決賜りますようよろしくお願いします。   続きまして、議案第７２号について、平成２２年度京丹波町下水道事業特別会計補正予算（第１号）につきまして補足説明をさせていただきます。   今回の補正予算（第１号）につきましては、補正前の額１１億３，９００万円に６８０万円を追加し、補正後の額を１１億４，５８０万円とさせていただくものでございます。   最初に第２表、地方債補正をごらんください。   資本費平準化債におきまして、借入限度額１億８，５４０万円に１０万円を追加し、補正後の借入限度額を１億８，５５０万円とするもので、起債の方法、利率、償還の方法につきましては補正前と変更ありません。増額する理由としましては、発行可能額が確定したことによるものでございます。   次に、歳出の主な項目につきまして御説明いたします。   事項別明細書の４ページをごらんください。   １款 総務費、一般管理費につきまして、これも人件費に係ります整理をしております。   ２款 下水道費、１項 農業集落排水費、１目 施設整備費のうちの１３節 委託料におきまして、測量設計監理業務等委託料７６８万７，０００円を計上しております。内容につきましては、質美地内の府道京丹波三和線改良工事に伴いまして、下水道管の移設工事が必要となります。その測量設計業務費用であります。   次に、歳入の補正額の主なものについて、事項別明細書の３ページをごらんください。   ６款 繰入金、一般会計繰入金におきましては、これも不足します財源として繰り入れを行うものでございます。   ９款 町債、下水道事業債ですが、第２表、地方債補正におきまして説明させていただきましたように、借入額を増額するものでございます。 
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  以上、大変簡単ではございますが、説明とさせていただきます。御審議賜りますようよろしくお願いします。 ○議長（西山和樹君） 中尾企画政策課長。 ○企画政策課長（中尾達也君） 続きまして、議案第７３号 平成２２年度京丹波町町営バス運行事業特別会計補正予算（第１号）につきまして補足説明をさせていただきます。   今回の補正予算（第１号）につきましては、補正前の額７，７２４万７，０００円に８０万５，０００円を追加し、補正後の額を７，８０５万２，０００円とさせていただくものでございます。   先に歳入の補正額について御説明させていただきます。   事項別明細書の３ページをごらんください。   ４款 繰越金におきまして、前年度決算額の確定によりまして今回計上をするものでございます。   次に、５款 諸収入、雑入につきましては、施設管理協力金としまして和知駅振興会から収入するものでございます。現在、町営バス和知事務所として駅舎の一部を使用しており、光熱水費等の必要経費を支払っているところでございます。このうち電気料金につきましては、和知駅振興会が運営します「ふるさとセンター山ゆり」に係ります部分を毎月、歳計外現金としまして和知駅振興会から収入し、町からの支出分と合算して支払いを行っていたところでございます。今回、これまでの支払い方法を改めまして、特別会計の中で収入額、支出額を明確にし、適正な管理が行えるように整理を行うものでございます。   次に、歳出の補正額の主なものについて御説明させていただきます。   事項別明細書の４ページをごらんください。   １款 事業費、１目 運行事業費では、職員人件費及び嘱託職員等人件費の精査を行っております。   １１節 需用費では、歳入で説明しました和知駅振興会に係ります電気料として、歳入と同額の５２万円を計上いたしております。   次に、１３節 委託料に３９万９，０００円、１５節の工事請負費に２０９万２，０００円を計上しておりますが、和知地区を走ります町営バスは国道２７号中山バス停から折り返し運転を行っておりますが、その際、区有地をお借りしましてＵターンをし、国道に乗り入れる際に大変見通しが悪く、危険な状況となっております。このため国道から直接区有地に乗り入れを行えるように国道の占用工事を行うものでございまして、その必要事業費を計上いたしております。 
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  以上、説明とさせていただきます。御審議いただきますようよろしくお願いいたします。 ○議長（西山和樹君） 伴田総務課長。 ○総務課長（伴田邦雄君） それでは、議案第７４号 平成２２年度京丹波町土地取得特別会計補正予算（第１号）について補足説明を申し上げます。   今回の補正予算につきましては既定の歳入歳出予算から１０２万７，０００円を減額し、補正後の額を５，８９１万２，０００円とするものでございます。   予算書の一番後ろのページをお願いしたいと思います。   町長の提案理由の説明、また一般会計でも説明をいたしましたけれども、本年４月に議会臨時会をお世話になりまして、土地開発公社から買い戻しを行いました和知地内の山野草新生産園用地取得事業につきまして、その不用額を精査するものでございます。なお、買い戻しを行いました土地の面積につきましては６，０４６．３８平方メートル、買い戻し金額につきましては５，８５９万９０４円ということでございました。   以上、補足説明とさせていただきます。よろしくお願いを申し上げます。 ○議長（西山和樹君） 藤田医療政策課長。 ○医療政策課長（藤田正則君） 続きまして、議案第７５号 平成２２年度国保京丹波町病院事業会計補正予算（第１号）について補足説明を申し上げます。   今回、病院事業会計の補正予算につきましては、人事異動に伴います人件費の補正と材料費及び経費関係について補正をお願いするものでございます。   収益的収入におきましては補正予算額ゼロ円で、補正後の予算は当初予算のまま８億５，３０２万２，０００円とするものでございます。   収益的支出におきましては医業費用の人件費について所要の組みかえをするものでございます。また、材料費及び経費につきましても組みかえを行い、今回補正額をゼロ円とし、補正後の予算は当初予算のままの８億５，３０２万２，０００円とするものでございます。   なお、当初予算第６条で定めております議会の議決を得なければ流用することのできない経費のうち、職員給与費については５７４万４，０００円を追加し、職員給与費については補正後の額を３億８，３９０万円とするものでございます。   めくっていただきまして、２ページの補正予算説明書をごらんください。   収益的支出に係ります医業費用の給与費については、人事異動による組みかえをいたしております。   材料費につきましては、薬品、給食材料等を７１１万４，０００円減額し、経費では職員の退職組合負担金や厚生福利の所要の補正をし、また、府立医大関係病院協議会費及び第５
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０回全国国保地域医療学会の会議費用等について１３７万円の所要の追加をいたしております。   以上の組みかえを行い、補正額はゼロ円といたすものでございます。   以上、簡単ではございますが、病院事業会計の補足説明とさせていただきます。御審議いただきますようよろしくお願いいたします。 ○議長（西山和樹君） 岡本会計管理者。 ○会計管理者（岡本佐登美君） それでは、認定第１号 平成２１年度京丹波町一般会計から認定第１７号 平成２１年度国保京丹波町病院会計までの１７会計につきまして説明をさせていただきます。   認定第１号 平成２１年度京丹波町一般会計歳入歳出決算から説明させていただきます。   １ページ、実質収支に関する調書からでございます。         平成２１年度一般会計決算額は、歳入総額１１８億１，２９８万９３５円で、対前年度比１６．３％の増、歳出総額１１０億４，７１８万１，８３１円。対前年度比１１．３％の増となりました。歳入歳出差引額は７億６，５７９万９，１０４円。また、形式収支から繰越財源、４億８，６９４万５，０００円を差し引いた実質収支は２億７，８８５万４，１０４円で、前年度の実質収支と比較した単年度収支は２億１，５９２万３，８５６円の黒字となり、財政調整基金積立金や繰上償還金を考慮した実質単年度収支につきましては、４億２，２６０万８，８５６円の黒字決算となったところでございます。   それでは、歳入から御説明申し上げます。   事項別明細書１４ページからでございます。   １款 町税は、総額１７億８６２万１，７２６円で、前年度に比べ３．３％の減収となりました。税目別では、町民税では６億４，６４５万６，５５２円で、対前年度比３．６％の減収。また、固定資産税は９億２，４３５万９，５６２円で、対前年度比３．４％の減、１６ページに移りまして、たばこ税は９，２０３万６，５１２円の収入で、同じく対前年度比３．９％の減収となりました。町税の減収の主な要因といたしましては、所得の減少や固定資産評価替えによる減少によるものでございます。   なお、町税の収入未済額は２億９，４４９万２，９３７円で、２，６９３万１，１４０円を不納欠損として、個人町民税１７０人、法人町民税４業者、固定資産税では２６４人、軽自動車税１０６人について、地方税法に基づきまして処理をさせていただいたところでございます。なお、徴収率につきましては、現年度分は９６．９％、２０年度は９６．５％でございましたので、０．４ポイント上昇した結果となったところでございます。 
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  次に、２款 地方譲与税は１億３，５６０万３０２円で、対前年度比６．３％の減収、   ３款 利子割交付金は５５１万７，０００円で、対前年度比３３．７％の減収。   ４款 配当割交付金は２８３万９，０００円で、対前年度比２０．５％の減収。   １８ページですが、５款 株式等譲渡所得割交付金は１２９万９，０００円で、対前年度比０．５％の増収、   ６款 地方消費税交付金は１億６，０８０万７，０００円で、対前年度比５．６％の増収。   ７款 ゴルフ場利用税交付金は７，２７６万５，９４４円で、対前年度比８．３％の増収。   ８款 自動車取得税交付金はエコカー減税の影響を受け、６，１１３万２，０００円、対前年度比２８．２％の減収となりました。   ９款 地方特例交付金は３，０８９万円の収入で、住宅借入金等特別税額控除による減収補てんや自動車取得税、地方道路譲与税などの減収補てん臨時交付金の交付を受け、対前年度比６７．７％の大幅な増収となりました。   ２０ページですが、１０款 地方交付税につきましては総額５１億８，２９２万４，０００円の収入で、普通交付税におきましては、平成２１年度から雇用創出につながる地域の実情に応じた事業実施を推進するため、「地域雇用創出推進費」が創設されたことや、交付税算入額の増加など基準財政需要額が大きく伸びたことに伴い、４６億１，０３９万８，０００円と対前年度比２億９，５９８万７，０００円、６．９％の増と大幅な増収となりました。   一方、特別交付税につきましては５億７，２５２万６，０００円、対前年度比０．３％の減収となり、前年度に引き続き減少したところでございます。   １１款 交通安全対策特別交付金は４１０万３，０００円で、対前年度比３．４％の増収となりました。   １２款 分担金及び負担金は、総額２億８，６３３万７，６９８円でございますが、分担金が１，６２８万５，７３０円、負担金が２億７，００５万１，９６８円の収入で、対前年度比２４４．２％の増収となりました。これは、ＣＡＴＶ加入分担金、南丹農用地総合整備事業完了に伴います地元負担金が主な増収の要因でございます。   ２４ページ下段の１３款 使用料及び手数料は２億１，１１７万８，６３１円で、対前年度比０．４％の減収となりました。使用料及び手数料につきましても有線情報端末機使用料において、９万６，３３０円の不納欠損処理をさせていただいております。   次に、少しページを飛びまして、３４ページでございますが、１４款 国庫支出金は、総額１１億３，０９６万４，７４５円で、前年度と比較して１２１．２％の増収となりました。   ４３ページですが、総務費国庫補助金ですが、２０年度繰越事業であります「定額給付金
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給付事業補助金」２億７，０７８万８，０００円、国の経済対策に係る「地域経済活性化・生活対策臨時交付金」２億７，２２２万５，０００円に加えまして、新たに「地域活性化・経済危機対策臨時交付金」８，１７０万２，０００円、「地域活性化・公共投資臨時交付金」２，６７２万９，０００円の交付を受けたことが増収の主な要因でございます。   次に、４６ページでございますが、１５款 府支出金は、総額７億９，８９３万９８６円となり、前年度と比較しますと２４．４％の増収となりました。５７ページになりますが、国の経済対策により京都府において基金造成されました緊急雇用対策事業補助金が１，７３７万４，０００円、５９ページ下段に飛びまして、ＣＡＴＶ拡張整備事業に伴います農村漁村活性化プロジェクト支援交付金１億２，９２８万円。６７ページ上段でございますが、衆議院議員総選挙委託金１，３８５万９，５１３円などが増収の主な要因でございます。   ６８ページ、１６款 財産収入でございますが、総額は８，５０９万９，２０６円で、対前年度比５．２％の増収となりました。   少し飛びまして７２ページでございますが、１７款 寄附金は２５２万７，０００円で、前年度より大きく増収となりましたが、防火水槽新設に伴います消防施設整備事業寄付金によるものでございます。   １８款 繰入金は３億１，９４１万９，４６１円となり、対前年度比２１．８％の増収となりましたが、７７ページ上段でございますが、保育所用地取得に伴います先行取得用地活用対策基金の繰り入れを２億２，１３５万４，４１２円行ったことが大きな要因でございます。   １９款 繰越金につきましては、２０年度繰越事業分１億７，２３７万４，０００円を含めまして、２億３，５３０万４，２４８円、対前年度比１１４．５％の増となりました。   ２０款 諸収入は、総額１億７，２５１万９，９８８円で、対前年度比３．２％の減収となりました。２１年度は、土地改良施設維持管理適正化交付金、消防団員退職報償費受入金の減などが主な要因でございます。   最後に、少し飛びまして９２ページでございますが、２１款 町債でございますが、総額１２億４２０万円となり、前年度と比較しますと２８％の増となりました。交付税からの振替措置であります臨時財政対策債につきましては５億１，２５０万円の発行となり、前年度に比べ増加したところでございます。また、各事業施行に伴います事業債につきましては、６億９,１７０万円の発行となり、前年度に比べまして８，１００万円の増となりました。これは、振興基金積立事業債１億６，１１０万円をはじめ、ＣＡＴＶ拡張整備事業による発行２億８，３００万円などが増額の要因でございますが、前年度に引き続き、実質公債費比
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率の抑制に向け、公債費の繰上償還と合わせまして、新規発行債の抑制に取り組み、事業計画に沿った最小限の事業債発行を行ったところでございます。   以上、一般会計歳入の説明とさせていただきます。   続きまして、歳出につきまして説明させていただきます。   ９８ページからでございます。   １款 議会費の総額は８，５２１万３２６円で、対前年度比４．２％の減となりました。   次に、１００ページでございますが、２款 総務費の総額は、前年度繰越事業分を含めまして１９億６，０７９万７，１１９円で、対前年度比３８．２％の増額となりました。総務費の主な事業といたしましては、１目 一般管理費では、１０４ページの中ほどでございますが、入札契約事務の透明性、公正性を高めるため、効率的な入札手続を進める電子入札による運用を行うための電子入札システム使用料に１２５万３，７００円を支出いたしました。   １０６ページからの５目 財産管理費でございますが、１０９ページ中ほどで、道路整備促進事業用地購入費として５，９７３万７，４１２円、合併特例債を活用した振興基金積立金に１億９,０２０万３，０００円、先行取得用地活用対策基金積立金に２億３，０７１万９，０００円を積み立て、６目 企画費では、１１１ページ下段でございますが、山陰本線京都・園部間複線化事業補助金として６，５６１万円を支出しております。   １１６ページからの１０目 交通対策費では、１１９ページ上段でございますが、町営バス購入事業に係ります経費を含めまして、町営バス運行事業特別会計繰出金として９，６５３万５，２００円を繰り出しいたしております。   １１目 地域振興事業費では、９地区の事業に対しましてコミュニティ活動助成として、自治振興補助金７４７万９，０００円、また協働のまちづくりを推進し、住民自治組織の組織化を支援する「住民自治組織まちづくり交付金」を３団体に、「地域力向上事業助成金」を５団体に交付いたしております。   １２２ページでございますが、１５目 定額給付金給付事業費では、国の景気対策の一環として生活支援を目的とし実施されました定額給付金を、１万７，０８３人に２億７，０７８万８，０００円給付いたしております。   ２項 徴税費 賦課徴収費では、１２７ページですが、固定資産税評価替えに係る固定資産宅地評価見直業務委託料に４１１万３，９００円、京都地方税機構負担金として１９３万４，０００円を支出いたしております。   １２８ページからの４項 選挙費では、１３０ページで、衆議院議員総選挙執行経費に１，３９５万７，４６０円、１３２ページでございますが、町長選挙執行経費に１，３７８万８，
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７０５円、町議会議員選挙執行経費に４７６万７，２９９円をそれぞれ支出いたしております。   次に、１３６ページからの３款 民生費の総額は、２０年度繰越事業分を含めまして１９億２，６７５万１，２７９円で、対前年度比７．３％の増額となったところでございます。   １項 社会福祉費では、高齢者や障害をお持ちの皆さんが住みなれた地域で安心して、自立した日常生活を営むことができる環境づくりのために１２億８，４１２万７，９８０円を支出しております。主な事業といたしましては、障害者自立支援事業や各種医療費給付事業等の扶助費をはじめ、民生児童委員会活動補助金、社会福祉協議会専任職員等補助金、障害者共同作業所入所訓練事業補助金、シルバー人材センター運営補助金等、各種補助金を支出いたしましたほか、１４９ページでは、後期高齢者医療広域連合に共通経費及び医療給付費負担金合わせまして、１億９，２５１万４，４７４円支出いたしました。   また、各特別会計への繰出金といたしまして、少しページを戻りますが、１４１ページでは、国民健康保険事業特別会計に、保険基盤安定・財政安定化支援等のため８，９２１万４，４５９円、１４９ページ中ほどに戻りますが、老人保健特別会計に１０６万３，００８円、介護保険特別会計事業勘定に２億２，６２６万４，５５４円、１０月に開設いたしました介護療養型老人保健施設運営に係ります介護保険特別会計老人保健施設サービス勘定に２，２００万円、後期高齢者医療特別会計に保険基盤安定及び事務費といたしまして５，３８７万５９円それぞれ繰り出しを行いました。   ２項 児童福祉費につきましては、次代を担う子供たちの健やかな育成を願いまして、６億４，２６２万３，２９９円支出しております。主なものといたしましては、すこやか祝金やチャイルドシート購入助成金、１５３ページ中ほどでございますが、扶助費といたしまして、中学生までの医療助成「すこやか子育て医療給付費」や児童手当給付費を支出、また、国の生活対策の一環として子育て支援を目的とし実施されました子育て応援特別手当を１８５人に６６６万円給付いたしております。   １５４ページからの３目 保育所費につきましては、保育所運営に要する経費を支出いたしましたほか、１５９ページでございますが、保育所建設用地購入費として１億６，１６１万７，２９４円支出いたしております。児童福祉費では、子ども手当準備事業３６０万５，０００円、保育施設整備事業４億１，５０８万円を、それぞれ２２年度に繰り越しいたしております。   次に、４款 衛生費は、総額１２億５４万６，０７３円で、対前年度比５．５％の増額となりました。１項 保健衛生費につきましては、町民一人一人が健康寿命を伸ばし、いつま
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でも健やかで心豊かな生活を送れるよう、特定健診をはじめとする各種検診、健康相談事業、各種予防接種事業に係る経費を支出、また、１６４ページでございますが、３目 予防費では、新型インフルエンザ対策といたしまして、マスク、消毒液、発熱外来用エアテントなどの購入やワクチン接種に助成をいたしております。４目 環境衛生費では、生活環境対策として、１６７ページでございますが、個人が設置されました浄化槽２１基に対しまして設置補助金を７４６万４，０００円支出するとともに、浄化槽市町村整備推進事業分としまして下水道事業特別会計に４，３３８万４，０００円の繰り出しを行っております。５目 診療所費では、医療施設の運営に係る経費としまして、１６９ページでございますが、南丹病院負担金１，９３５万７，０００円、京丹波町病院に補助及び出資金としまして総額２億６，０３２万６，１４６円を支出し、和知診療所に６，０００万円、和知歯科診療所に６００万円を繰り出しいたしました。１７０ページ、３項 上水道費では、水道事業特別会計へ３億６９２万５，０００円の繰り出しを行っております。   また、衛生費からは、火葬場維持管理、塵芥・し尿処分に係る分担金としまして、船井郡衛生管理組合に総額２億６，３１８万５，０００円を支出いたしております。   ５款 労働費につきましては、国の緊急経済生活支援対策を受け、１７３ページでございますが、障害者地域就労促進などの緊急雇用創出事業委託料に１，３９２万４，０００円を支出、また、介護保険特別会計老人保健施設サービス勘定に６０万円の繰り出しを行っております。   次に、６款 農林水産業費でございますが、２０年度からの繰越事業分を含めまして、総額１６億４，６５７万９，５９８円で、対前年度比４２．９％の増額となりました。   主なものといたしまして、３目 農業振興費では、１７６ページ下段でございますが、指定管理委託をしております瑞穂マスターズ農園、丹波食彩の工房の委託料としまして１，９００万円、１７９ページでは、農業公社運営補助金として１，７５０万円、金網・電気柵の設置など有害鳥獣防除施設設置事業補助金としまして８１６万１，０００円、農地保全、多目的機能の増進を図るため協定をいたしました７１集落、１個人に対しまして、中山間地域直接支払事業補助金１億１，３３１万２，５８６円、特産物等作付奨励金に１，３５２万６，８９０円、国の強い農業づくり対策事業を活用いたしました農業研修教育機関施設整備等に係ります農業施設整備補助金に２，６８４万円、地域ぐるみの共同活動や営農活動支援を行うため農地・水・環境保全向上対策補助金として９９２万１，５５０円などを支出いたしました。   １８１ページ最下段でございますが、畜産振興対策事業としまして、飼料米用収穫機など
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農業機械導入補助金２，４１７万４，０００円を支出いたしました。   １８２ページ、５目 農地費では、地域活性化・経済対策臨時交付金を活用した農道整備工事に１，３２３万円、ため池等整備事業といたしまして天満宮大池改修工事に３，８４２万円、南丹農用地総合整備事業に係る竹野地区等の区画整理、農道改良工事等に伴います負担金として２億２，６６６万７，２５７円を支出いたしました。また、１８５ページ中ほどでございますが、農業集落排水事業分といたしまして下水道事業特別会計に２億１，２５７万３，０００円の繰り出しを行っております。   １８８ページからの９目 農村情報整備事業費では、ＣＡＴＶ拡張整備工事費といたしまして、１９１ページの中ほどになりますが、４億６７１万５，０００円支出をいたしました。これらにより農業費は１４億２，３２９万５，４９８円支出し、ＣＡＴＶ拡張整備事業など４事業について、６億４，６２７万９，０００円を２２年度に繰り越しいたしております。   ２項 林業費でございますが、１９２ページからの２目 林業振興費では、１９５ページで、林道峰線開設工事に７，６４７万１，７５０円を支出したほか、森林組合、生産森林組合への助成、林業の担い手支援として緑の担い手育成事業や林業労働者新共済事業補助金、放置林の整備を支援するための森林整備地域活動支援事業補助金、緑の公共事業補助金など、負担金補助及び交付金合計で６，５６０万９５５円を支出、また、有害鳥獣の駆除や啓発に要する経費を合わせまして、林業費では２億２，１１２万８，１００円を支出し、森林管理道開設事業など２事業について、２，４７５万３，０００円を２２年度に繰り越しいたしております。   次に、１９６ページ下段からの７款 商工費でございますが、総額８，２４９万３，４６６円で、対前年度比７．１％の減となりました。   １９８ページ、２目 商工振興費では、低迷する消費経済の影響を受ける商業・中小企業に対する信用保証料補助金や営業資金融資利子補給をはじめ、小規模事業経営支援事業補助金として１，６６４万８，０００円を商工会へ支出しております。また、２００ページの３目 観光費では、質志鍾乳洞、わち山野草の森などの観光施設等の管理委託料を支出いたしました。   次に、２０２ページからの８款 土木費でございますが、２０年度からの繰越事業を含めまして総額７億４，０７６万８，０７１円で、対前年度比１８．３％の減となりました。   ２項 道路橋梁費、２０６ページからの２目 道路維持費では、町道２８路線において維持修繕工事を、また１４路線で交通安全施設整備工事を行いまして、合わせて１，３３８万５，９２５円、除雪車の購入に７８７万５，０００円を支出いたしました。また、３目 道
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路新設改良費では、地方道路整備臨時交付金事業、地域活性化・生活対策臨時交付金事業をはじめとして、単独事業を含め２２路線、１施設の改良工事に２億５，２２９万５，１００円を支出いたしました。２事業につきまして４億４９８万２，０００円を２２年度に繰り越しいたしております。   ２０８ページからの３項 河川費では、２１１ページでございますが、畑川ダム関連事業町道付替え工事等に係る負担金として１，７１８万３３円支出、河川改良事業など２事業で３，３８２万９，０００円を２２年度に繰り越しいたしております。４項 都市計画費では、２１３ページ中段でございますが、都市公園整備工事請負費として２，８１１万７，９００円を支出、２，５０３万２，０００円を２２年度に繰り越しいたしております。５項 下水道費では、特定環境保全公共下水道事業分といたしまして２億３，４４８万９，０００円を下水道事業特別会計に繰り出しいたしております。   次に、２１４ページからの９款 消防費でございますが、総額３億４，４５１万５，２７１円で、対前年度比１１．２％の減となりました。１目 常備消防費では、京都中部広域消防組合負担金として２億３，４７９万８，０００円を支出いたしました。２１８ページ、３目 消防施設費では、５基の防火水槽設置工事に２，０９４万７，５００円を支出、４目 防災費では、１９年度からの５カ年計画で１万人の飲食糧を備蓄する目的で、飲料水などの災害時緊急備蓄物資の購入をいたしました。なお、全国瞬時警報システム整備事業におきまして１，００６万８，０００円を２２年度に繰り越しいたしております。   次に、２２０ページからの１０款 教育費でございますが、総額９億９，６９４万４，９３５円で、対前年度比４６％の増となりました。１項 教育総務費につきましては、事務局費をはじめ、２２５ページでは、学童保育事業に係る和知保育室改修工事に５７７万３，９５０円支出しております。   ２項 小学校費でございますが、児童の安心・安全な教育環境の整備を図るため、１目 学校管理費、２２７ページでございますが、小学校施設耐震化に係る耐震診断委託料及び設計業務委託料合わせまして１，５３７万２，５００円、また、２２９ページでございますが、学校情報通信技術整備事業といたしまして、パソコン、電子黒板等の購入に４，３３０万９，５０８円支出いたしました。２３０ページ、２目 教育振興費では、学習支援事業に係る指導員等雇用賃金といたしまして９２７万８，８７４円を支出、また、要保護・準要保護及び特別支援に５２５万８，５５６円の就学援助を行い、保護者の負担軽減を図ったところでございます。小学校費では、小学校施設耐震改修事業など４事業で、６億４，２５２万４，０００円を２２年度に繰り越しいたしております。 
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  ２３２ページからの３項 中学校費につきましては、１目 学校管理費、２３５ページでは、和知中学校耐震補強工事に１億９，５９０万５，８５０円、学校情報通信技術整備事業といたしまして、パソコン、電子黒板等の購入に２，５２６万２，８４２円を支出いたしました。２３６ページからの２目 教育振興費につきましては、小学校と同じく学習支援教諭の配置、学力診断テストを実施するなど、生徒の学力充実を目指した取り組みを進めてまいりました。また、２３９ページでは、要保護・準要保護及び特別支援に２６３万４，０６８円の就学援助を行い、保護者の負担軽減を図ったところでございます。中学校費では、中学校施設耐震改修事業など３事業で３億５，２１５万９，０００円を２２年度に繰り越しいたしております。   ２４４ページからの５項 社会教育費では、２４７ページでございますが、社会教育の充実、推進を図るため、婦人会や人権啓発推進協議会など、３８４万８，０００円の補助を行っております。   次に、２５４ページからの１１款 災害復旧費につきましては、総額８５９万１，８４９円の支出でございますが、農業用排水路１カ所、林道３カ所、町道２路線におきまして、復旧事業を行ったところでございます。   次に、２５６ページ中ほどの１２款 公債費は、総額２０億３，４９３万４，２４０円で、対前年度比１０．１％の減少となったところでございます。１８年度からの実質公債費比率抑制に向けて取り組んでおります繰上償還を１億７，１３３万円行ったところでございます。２１年度の実質公債費比率は１８．８％となりました。財政状況厳しい中、今後とも公債費負担適正化計画に基づきまして地方債発行の抑制に取り組み、財政の健全化に努めてまいります。   以上、一般会計の説明とさせていただきます。 ○議長（西山和樹君） 途中ではありますが、暫時休憩といたします。再開は午後１時３０分からといたします。 休憩 午前 １１時５７分 再開 午後  １時３０分 ○議長（西山和樹君） 休憩前に引き続き会議を開きます。   引き続き補足説明を求ます。 ○会計管理者（岡本佐登美君） それでは、認定第２号 平成２１年度京丹波町国民健康保険事業特別会計事業勘定歳入歳出決算につきまして説明させていただきます。   ２６０ページからでございます。 
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  本年度の歳入総額は１８億２，５８３万５，０１３円で、前年度に比べ１．３％の増、歳出総額は１７億９，０８４万６，７９６円で、前年度に比べ０．４％の減となりました。歳入から歳出を差し引きました形式収支、実質収支ともに３，４９８万８，２１７円の黒字決算となりました。   歳入でございますが、主な科目につきまして説明させていただきます。   ２６９ページの事項別明細書からでございます。   １款 国民健康保険税は、総額４億１，１９２万４，９２８円で、前年度に比べ、６，２６０万円余り、１７．９％の増収となりました。これは、保険税率の引き上げによるものでございます。徴収率は、現年度分で９１．０％、過年度分で１２．４％となり、前年度と比較し、現年度分で０．９％の減、過年度分で１．３％の減となりました。なお、地方税法の規定に基づきまして、１５７人で２，０５２万８，６０１円の不納欠損処理をさせていただいたところでございます。   ２７１ページでございますが、３款 国庫支出金は、総額４億７，３０６万６，１６７円で、対前年度比７．１％の増収となっております。   ２７５ページでございますが、４款 療養給付費交付金は、総額１億１７１万３，６９５円で、対前年度比２８．４％の減と昨年度に引き続き大きく減少しております。   ５款 前期高齢者交付金は６５歳から７４歳の被保険者に係るもので、総額４億７，３７０万７３８円で、対前年度比１１．３％の増収となりました。   ６款 府支出金では、総額９，８６０万９７２円で、対前年度比１１．０％の増となりました。   ７款 共同事業交付金は、総額１億６，６３５万４，２５２円で、対前年度比１１．５％の減となりました。   ２７７ページでございますが、９款 繰入金は、総額８，９２１万４，４５９円で、対前年度比４３．７％の減、これは、基金繰り入れを行わなかったことによるものでございます。   続きまして、歳出の主な科目につきまして説明させていただきます。   ページを少し飛びまして、２８５ページ下段でございますが、２款 保険給付費は、総額１１億４，４７２万７，０２８円で、対前年度比１．０％の減となりました。療養給付費における一般被保険者の数は平均４，６６４人で、１人当たりの医療費は２６万７，２６６円と前年度に比べ４，３１１円の増、退職被保険者の数は、平均３８４人で、１人当たりの医療費は３２万５，９３２円で、前年度に比べ４，７１０円の減額となったところでございます。 



 

－４５－ 

  ２８９ページに移りまして、下段でございますが、３款 後期高齢者支援金は、総額２億３，２２９万９，１７８円で、対前年度比９．７％の増となりました。   ２９１ページ、６款 介護納付金は９，５１４万５，０２２円で、対前年度比９．４％の増となっております。   ７款 共同事業拠出金は、総額２億８３７万３，１１２円で、保険財政共同安定化事業拠出金の減額を主なものといたしまして、対前年度比７．２％の減となりました。   ２９３ページでございますが、８款 保健事業費では、総額３，２８９万７，３７８円で、対前年度比８．６％の増となりました。   少しページを飛びまして、２９７ページでございます。１１款 諸支出金は、総額６，１１８万４，９３０円で、対前年度比６７．０％の増となりました。２０年度分の国・府支出金を５５４万４，２６０円返還し、３００ページでございますが、和知診療所会計に７３５万円、和知歯科診療所会計に３３９万円を繰り出しました。また、電子カルテシステム導入に係る補助分としまして京丹波町病院に４，２４２万円の繰り出しを行っております。   以上、国民健康保険事業特別会計事業勘定の説明とさせていただきます。   続きまして、平成２１年度京丹波町国民健康保険事業特別会計和知診療所勘定歳入歳出決算につきまして説明させていただきます。   ３０１ページからでございます。   本年度の歳入総額は２億７，２４２万２，６６７円で、対前年度比２１．５％の減、歳出総額は２億７，１２６万４，４６０円で、対前年度比２１．６％の減となりましたが、これは、介護療養型老人保健施設開設に伴いまして、介護保険特別会計に老人保健サービス勘定を設け、予算を配分したことによるものでございます。歳入から歳出を差し引きました形式収支、また実質収支は、１１５万８，２０７円の黒字決算となりました。   歳入でございますが、３０６ページ事項別明細書でお願いいたします。   １款 診療収入は２億７万１，９６２円で、対前年度比１７．４％の減収となりました。   入院収入につきましては、１０月からの施設転換により対前年度比６４．１％の減収、外来収入は、延べ患者数が１万６，１２９人で、前年度より２，３３９人の減、１日当たりの診療収入は７０万１，６２４円で、前年度より４万４，１４３円の減となり、外来収入におきましても対前年度比５．６％の減収となりました。   ３０８ページでございます。３款 繰入金では、一般会計から６，０００万円、国民健康保険事業特別会計から国民健康保険調整交付金分として７３５万円の繰り入れを行いました。   次に、歳出でございます。３１２ページをお願いいたします。 



 

－４６－ 

  １款 総務費では、医師、看護師、技師、事務職員等の人件費及び診療所運営経費として、１億６，７１０万７，７４０円を支出いたしました。   ３１６ページでございますが、２款 医業費では、医薬材料費８，４４１万２，５９８円、血液検査等検査業務委託料に３４６万８，０１６円、給食業務委託料に５８５万４，１４３円を支出いたしました。   以上、和知診療所勘定の説明とさせていただきます。   続きまして、平成２１年度京丹波町国民健康保険事業特別会計和知歯科診療所勘定歳入歳出決算につきまして説明をさせていただきます。   ３２０ページからでございます。   歳入総額は７，０５５万２，５５５円で、対前年度比２．２％、歳出総額は６，９４８万２，２６９円で、対前年度比１．７％と、それぞれ増となり、形式収支、実質収支ともに、１０７万２８６円の黒字決算となりました。   ２１年度の診療の状況は、延べ患者数は７，０５９人で、前年度と比較しますと３９９人の減少、１日当たりの診療収入２１万２０３円、１受診当たりの診療費は７，１７７円と、前年度と比較して減少いたしました。   ３２５ページをお願いいたします。   １款 診療収入につきましては５，７９７万２，０５０円、対前年度比５．１％の減収となりました。   ２款 繰入金では、一般会計から６００万円、国民健康保険調整交付金分として、国民健康保険事業特別会計から３３９万円の繰り入れを行いました。   ３２９ページからの歳出でございますが、１款 総務費では、歯科医師、技術職員、事務職員の人件費、また診療所施設に係ります経費で、総額５，６２７万６，１２９円を支出、前年度と比較しまして０．３％の増額となっております。   ３３１ページでございますが、２款、医業費は、医薬品のほか、歯科技工委託料など総額１，１６３万４９５円を支出いたしました。   以上、和知歯科診療所勘定の説明とさせていただきます。   続きまして、認定第３号 平成２１年度老人保健特別会計歳入歳出決算につきまして説明させていただきます。   なお、本会計につきましては、後期高齢者医療制度への移行に伴いまして、平成２０年３月診療分までの医療給付等に係るものでございます。   ３３５ページからでございます。 



 

－４７－ 

  歳入総額、歳出総額ともに９８４万１，１４３円で、給付事務がほぼ完了したことから大幅な減少となっております。   歳入につきましては、事項別明細書３４０ページからでございます。   １款 支払基金交付金では、医療費並びに審査支払手数料で５０４万６，６３８円を収入、２款 国庫支出金では１４２万７，５５６円を、３款 府支出金では１７７万１，９００円をそれぞれ受け入れたところでございます。また、３４２ページでございますが、４款 繰入金では、一般会計から１０６万３，００８円の繰り入れを行いました。   ３４６ページからの歳出につきましては、１款 医療諸費で５６５万７，１３８円を支出、２款 諸支出金では、医療費の翌年度精算分として、国・府支出金で３３万８，２４９円を返還、繰入金の翌年度精算分として、一般会計へ３８４万５，７５６円を繰り出しいたしております。   以上、老人保健特別会計の説明とさせていただきます。   続きまして、認定第４号 平成２１年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算につきまして説明させていただきます。   ３５０ページからでございます。   歳入総額１億７，４４５万２４３円で、対前年度比３．８％の増、歳出総額１億７，２１６万４，６１６円で、対前年度比３．９％の増、形式収支、実質収支ともに２２８万５，６２７円の黒字決算となりました。   歳入につきましては、３５５ページの事項別明細書からでございます。   主な歳入科目では、１款 保険料は、特別徴収・普通徴収合わせまして１億１，７７５万３，９８７円、対前年度比０．４％の増収となりました。なお、収入未済額欄につきましては７万５，６２８円超過しておりますが、これは過誤納金の還付に日数を要し、年度末の発生分については翌年度還付となることなどから、事実上は、過誤納金が５３万５，４８５円、収入未済金が４５万９，８５７円となり、徴収率といたしましては、現年度分で９９．６％となったところでございます。   ３款 繰入金では、事務費、保険基盤安定分を合わせまして、一般会計から５，３８７万５９円を繰り入れております。   主な歳出につきましては３５９ページからでございます。   ２款 後期高齢者医療広域連合納付金では、４月から３月までの保険料負担金として１億１，７７５万７，６３６円、保険基盤安定負担金として５，２０３万５，３９５円支出いたしております。 
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  以上、後期高齢者医療特別会計の説明とさせていただきます。   続きまして、認定第５号 平成２１年度介護保険事業特別会計事業勘定歳入歳出決算につきまして説明させていただきます。   ３６３ページからでございます。   歳入総額は、１７億５，４３０万４，１３５円で、対前年度比８．１％の増、歳出総額は、１７億３，５２５万９，６０２円で、対前年度１０．７％の増となり、形式収支、実質収支ともに１，９０４万４，５３３円の黒字決算となりました。   平成２１年度からは、合併以来、旧町ごとに不均一であった保険料を第４期介護保険事業計画に基づき、京丹波町として統一の保険料基準額とさせていただいたところでございます。介護保険の状況でございますが、２２年３月末で、第１号被保険者は５，６５７人で、総人口１万６，８４０人に占める割合は３３．６％となったところでございます。また、要介護認定者数は、１号２号合わせまして１，０１０人、居宅介護サービス受給者は５７３人で、認定者の５６．７％、施設介護サービス受給者は２６９人で、認定者の２６．６％となっております。   歳入につきましては事項別明細書３６８ページからでございます。   主なものといたしましては、１款 保険料は、総額２億６，５０２万７，１７０円で、対前年度比２．６％の減収、現年度分の徴収率は９９．０％となったところでございます。また、介護保険法第２００条の規定によりまして、６２人分、１４９万７，２００円の不納欠損処理をさせていただいております。   ３款 国庫支出金では、総額４億３，６３０万３，２５０円を、３７０ページでございますが、４款 支払基金交付金では４億９，１８７万円、５款 府支出金では２億６，０６１万６，６２５円を受け入れいたしました。３７２ページ、７款 繰入金でございますが、一般会計から２億２，６２６万４，５５４円、介護給付費準備基金及び介護従事者処遇改善臨時特例基金から１，７７７万１３４円を繰り入れいたしております。   ３７８ページからの歳出でございますが、２款 保険給付費ですが、居宅介護、施設介護等の１項 介護サービス等諸費としまして１４億３，８６６万５０２円、３８０ページの２項 介護予防サービス等諸費７，３４３万２，２３１円など、保険給付費総額１６億２，４３６万４，５５９円を負担したところでございますが、前年度と比べまして１億５，１００万円余り、１０．３％の増となりました。   ３８６ページでございます。   ４款 基金積立金では、介護保険給付費準備基金に３，２３２万６，０００円を積み立て
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ております。   以上、介護保険事業特別会計事業勘定の説明とさせていただきます。   続きまして、平成２１年度介護保険事業特別会計サービス事業勘定歳入歳出決算につきまして、説明させていただきます。   ３９０ページからでございます。   歳入総額は７４９万９，４２９円で、対前年度比２．２％の増、歳出総額は６５４万５，６６８円で、対前年度比６．６％の減となり、形式収支、実質収支ともに９５万３，７６１円の黒字決算となりました。   ３９５ページからの歳入でございますが、１款 サービス収入は、居宅支援サービス計画費収入７１６万８，０００円で、委託件数は、事業者委託分１，３４６件、５７１万６，９２０円、直営件数３４７件、１４５万１，０８０円でございます。   ３９７ページからの歳出につきましては、２款 事業費が主なもので、歳入で受け入れました町内８、町外２の事業者への介護予防サービス計画作成委託料５７１万６，９２０円が主な支出でございました。   以上、介護保険事業特別会計サービス事業勘定の説明とさせていただきます。   続きまして、平成２１年度介護保険事業特別会計老人保健施設サービス勘定歳入歳出決算につきまして、説明させていただきます。   本会計につきましては、２１年１０月の介護療養型老人保健施設開設に伴い、新たに設けた会計で、今年度は１０月から３月までの半年分の事業に係るものでございます。   ３９９ページからでございます。   歳入総額は５，８０５万３，１３０円、歳出総額は５，６９７万４，６６０円で、形式収支、実質収支ともに、１０７万８，４７０円の黒字決算となりました。   ４０４ページでございますが、１款 サービス収入では、居宅介護が７２万８，５５５円、施設介護が２，６６２万８４８円など合わせまして、３，４５６万５，５７０円の収入となりました。３款 他会計繰入金では、緊急雇用対策事業分６０万円を含めまして、一般会計から２，２６０万円を繰り入れております。   次に、歳出でございます。４０８ページからでございます。   １款 総務費では、看護師、介護支援専門員等人件費及び施設運営経費として４，８６６万３，５７８円を支出いたしました。４１０ページ、２款 介護サービス事業費では、医薬品、給食業務委託料など８３１万１，０８２円を支出いたしました。   以上、介護保険事業特別会計老人保健施設サービス勘定の説明とさせていただきます。 
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  続きまして、認定第６号 平成２１年度京丹波町水道事業特別会計歳入歳出決算につきまして説明させていただきます。   ４１２ページからでございます。   歳入総額１１億４，５３５万５７６円で、対前年度比１７．５％の減、歳出総額１１億２，３４０万８，４１１円で、対前年度比１８．８％の減と、ともに減少となりました。主な要因といたしましては、水道施設統合整備事業の減少によるものでございます。歳入から歳出を差し引きました形式収支は２，１９４万２，１６５円、翌年度へ繰り越すべき財源２，１１６万４，０００円を差し引きました実質収支額は７７万８，１６５円となり、形式収支、実質収支ともに黒字決算となりました。   平成２１年度末での給水件数は６，５１２件、給水人口は１万６，７６９人となったところでございます。   歳入につきましては、事項別明細書４１７ページからでございます。   １款 分担金及び負担金、１項 分担金につきましては、新規加入４２件、増径２件、グリーンハイツの分納分を合わせまして２，２０４万２，５００円となり、前年度と比較し、０．６％の減収となりました。２項 負担金は、府道新設並びに畑川ダム建設に伴う移設工事補償費が主なもので１，２８６万５，６２３円、対前年度比５６．６％の増収となりました。   ２款 使用料及び手数料の水道使用料は、総額４億７，９７６万９，５４５円の収入で、現年度分の徴収率は９７．５％となり、有収水量の増加等により、前年度から２．２％の増収となりました。なお、収入未済額は６，１９１万７，３１４円となっております。   ４１９ページ、３款 国庫支出金では、水道施設整備並びに簡易水道施設整備費補助金で、総額３，２４０万３，０００円。   ４款 府支出金では、ふるさとの水確保対策事業費補助金４，８７９万６，８００円をそれぞれ受け入れました。   ６款 繰入金では、一般会計から３億６９２万５，０００円を、水道事業基金と下山グリーンハイツ簡易水道事業基金から１億１，７２１万２，０００円を繰り入れいたしました。対前年度比２７．４％の増となっております。   ４２１ページでございますが、９款 町債は、統合簡易水道事業の財源として１億１，８２０万円を借り入れましたが、対前年度比６４．９％の減となっております。   続きまして、４２３ページからの歳出でございます。   １款 水道管理費は、人件費、水道施設の維持管理経費をはじめ、４２６ページ中ほどで
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ございますが、工事請負費では、京都縦貫自動車道、畑川ダム建設等に伴う移設工事、また約１００件の維持補修工事代金として５，５９９万９，６５０円を支出し、５４０万円を２２年度に繰り越しいたしております。積立金では、水道事業基金に５，０５７万円をはじめ、水源開発推進基金、下山グリーンハイツ簡易水道事業基金に、総額６，３１７万１，０００円の積み立てをいたしております。   ４２７ページでございますが、２款 施設費、１目 水道施設費では、統合簡易水道整備事業工事代金として２，６２０万８，６５０円、また、畑川ダム建設工事負担金として、京都府に４，８１０万円支出いたしております。２目 簡易水道施設費では、２０年度繰越事業分を含めまして、和知地区簡易水道事業工事代金として８，７０４万６，２００円を支出、なお、施設費におきましても８，４３３万円を２２年度に繰り越しいたしております。   ４２９ページでございますが、３款 公債費では、６億４２万８，８２１円を償還いたしました。   以上、水道事業特別会計の説明とさせていただきます。   続きまして、認定第７号 平成２１年度京丹波町下水道事業特別会計歳入歳出決算につきまして、説明させていただきます。   ４３１ページからでございます。   歳入総額は９億８，７９４万３，７５２円で、対前年度比１４．５％の減、歳出総額は９億７，５１２万１，２４６円で、対前年度比１５．６％の減となりました。主な減少の要因といたしましては、下山浄化センター建設工事完了によるものでございます。歳入から歳出を差し引きました形式収支は１，２８２万２，５０６円、翌年度へ繰り越すべき財源１，２７１万円を差し引きました実質収支額は１１万２，５０６円となり、形式収支、実質収支ともに黒字決算となりました。   京丹波町の下水道の状況は、町内２３処理区におきまして計画戸数４，５２９戸、加入件数３，９３１戸、使用件数３，５８３戸で、施設使用率９１．１％となったところでございます。また、合併処理浄化槽につきましては、設置対象基数が１，９４１基で、設置基数は１，２２７基、整備率６３．２％となりました。  それでは、歳入、４３６ページから説明させていただきます。   １款 分担金及び負担金では、農業集落排水事業、特定環境保全公共下水道事業、浄化槽市町村整備推進事業分の新規加入分担金、事業分担金として１，１８５万円を受け入れております。   ２款 使用料及び手数料、１項 使用料では、各事業合わせまして２億１，４３７万７，
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１４０円を収入、２１年５月のグリーンハイツ処理施設移管に伴い、対前年度比１２．７％の増となりました。現年度分の徴収率は９７．７％となったところでございます。なお、収入未済額につきましては２，７３９万３，８７０円となっております。   ４４０ページでございますが、３款 国庫支出金では、特定環境保全公共下水道事業、浄化槽市町村整備推進事業補助金合わせまして５０９万８，０００円を受けております。   ４款 府支出金では、農業集落排水事業、浄化槽整備事業合わせまして１５０万４，０００円の補助金を受けたところでございます。   ４４２ページでございますが、６款 繰入金では、一般会計からそれぞれの事業に、総額４億９，０４４万６，０００円を繰り入れております。   ４４４ページ、９款 町債では、公債費の軽減を図るための繰上償還の財源として下水道事業借換債７，１５０万円をはじめ、総額２億６，３６０万円を借り入れたところでございます。   次に、歳出でございます。   主な支出としまして、２款 下水道費、１項 農業集落排水費では、４４８ページでございますが、施設の維持管理に係る委託料として、船井郡衛生管理組合等に５，７５７万８，５３９円を支出いたしました。２項 公共下水道費では、施設の維持管理に係る委託料として、４５１ページ下段でございますが、船井郡衛生管理組合等に５，７６０万３，０７２円を支出いたしました。４５２ページの３項 浄化槽市町村整備推進施設費では、９基の工事請負代金として１，２９９万６，９００円を支出、また、施設の維持管理に係る委託料として７，５１４万９，５７５円を支出いたしました。なお、下水道費では、３，９３６万円を２２年度に繰り越しいたしております。   ４５４ページでございますが、３款 公債費では、各事業に係る借入金並びに公債費軽減のための繰上償還等を合わせまして、元利６億６，１９３万７，４５２円を償還いたしました。   以上、下水道事業特別会計の説明とさせていただきます。   続きまして、認定第８号 平成２１年度京丹波町土地取得特別会計歳入歳出決算につきまして説明させていただきます。   ４５６ページからでございます。   歳入総額４４万９２７円、歳出総額４４万円で、形式収支、実質収支ともに９２７円の黒字決算となりました。   ４６１ページでございますが、歳入につきましては、土地開発基金の運用収入が４４万３
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０５円でございました。   ４６３ページの歳出でございますが、基金運用収入４４万円を土地開発基金に積み立てております。   以上、土地取得特別会計の説明とさせていただきます。   続きまして、認定第９号 平成２１年度京丹波町育英資金給付事業特別会計歳入歳出決算につきまして説明させていただきます。   ４６５ページからでございます。   歳入総額１９９万４，５９３円、歳出総額１９９万４，０００円で、歳入歳出それぞれ対前年度比５．８％の増、形式収支、実質収支ともに５９３円の黒字決算となりました。   ４７０ページでございますが、歳入の主なものにつきましては、３款 繰入金で、一般会計及び育英基金から１８６万円の繰り入れを行っております。   ４７２ページからの歳出でございますが、２款 育英費につきまして、歳入繰入金で繰り入れました１８６万円を大学生７名、高校生６名に対しまして給付いたしております。   以上、育英資金給付事業特別会計の説明とさせていただきます。   続きまして、認定第１０号 平成２１年度京丹波町町営バス運行事業特別会計歳入歳出決算につきまして説明させていただきます。   ４７４ページからでございます。   歳入総額１億３，１１９万３，８０１円、歳出総額１億３，０８３万３，２６６円で、それぞれ対前年度比１３．９％の増、形式収支、実質収支ともに３６万５３５円の黒字決算となりました。   ２１年度のバス一般乗客数は、延べ人数で３万６，９４７人で、１日平均１５１人の利用となりました。   それでは、事項別明細書４７９ページ、歳入でございますが、１款 事業収入は、運賃収入が９１７万８，５１０円、スクールバス認定路線を受託運行しております受託収入は２，４８１万５，１６０円、合わせまして３，３９９万３，６７０円の収入となりました。   ３款 繰入金では、地域活性化・経済危機対策及び生活対策臨時交付金を活用いたしましたバス購入に係る事業費を含め、一般会計から９，６５３万５，２００円の繰り入れを行っております。   ４８１ページからの歳出でございます。   １款 事業費は、人件費及びバス等の維持管理運営経費が主なものでございますが、１１節 需用費では、バスの燃料費、また車検など修繕費を主なものとしまして、１，５９６万
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８，２７０円を支出、４８４ページでございますが、１８節 備品購入費では、中型バス３台、小型バス１台の購入費５，６０９万７，３００円を支出し、事業費総額では、２０年度からの繰越事業を含めまして１億２，７７７万６，８９１円を支出いたしております。   以上、町営バス運行事業特別会計の説明とさせていただきます。   続きまして、財産に関する調書につきまして説明させていただきます。   ４８５ページからでございます。   ４８５ページの公有財産でございますが、土地、建物の増減の状況のみ説明をさせていただきたいと思います。   ４８７ページでございます。   行政財産におけます「土地及び建物」の決算年度中の増減でございます。   まず、土地では、警察・消防建物でございますが、市場地内２カ所、下粟野地区１カ所の防火水槽用地取得及び井脇地内防火水槽用途廃止により、１７２平方メートルの増加でございます。   公共用財産／その他の施設につきましては、和田地内の保育所建設用地の取得により９，２１３平方メートルの増加となっております。   ４８９ページでございますが、普通財産、土地につきましては、公共用財産／その他の施設で１，１２５平方メートルの増加となっております。高岡地内府道拡幅予定用地の取得、下粟野地内旧教員住宅の売却等が主なものでございます。   建物につきましては、公共用財産／その他の施設・木造が６７４平方メートルの減少、住宅の売却、旧和知第二小学校解体によるものでございます。非木造につきましては、旧和知第二小学校解体により、４０平方メートルの減少となっております。   次に、４９２ページの物品でございますが、「車両・船舶類」で５台の増、これにつきましては、町営バス４台、除雪車１台、各課公用車４台の購入及び４台の廃車によるものでございます。「事務用機械器具類」２３台の増は、投票用紙分類機１台と各小・中学校に設置いたしました電子黒板など情報教育機器類２２台でございます。「雑品類」１台の増は、京丹波町病院に購入いたしました発熱外来用のエアテント１基でございます。   続きまして、４９３ページをお願いいたします。   基金でございますが、主なものでは、現金の一般会計では、振興基金に１億９，０２０万３，０００円の増加、７０あけぼの基金は廃止により全額取り崩し、減債基金においては４，３４７万４，０００円の減額となりましたが、財政調整基金等９つの基金におきまして増額いたしました。特別会計では、水道事業基金で６，６３３万円の減額となっております。以
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上、一般会計、特別会計を合わせまして、基金の決算年度中増減高は１億３，０７３万１，６６９円、２１年度末現在高は、３７億１，４０２万７，９５７円となったところでございます。   以上、財産に関する説明とさせていただきます。         続きまして、認定第１１号 平成２１年度京丹波町須知財産区特別会計歳入歳出決算につきまして説明させていただきます。   なお、これから６つの財産区特別会計の決算説明をさせていただきますが、財産に関する調書は省略をさせていただきます。   ５１２ページからでございます。   歳入総額１４４万４，３７６円、歳出総額１３１万７，３０６円、歳入歳出差引額、実質収支額ともに１２万７，０７０円の黒字決算となったところでございます。   ５１７ページ、歳入でございますが、１款 財産収入の主なものとしましては、須知地区の財産運用収入としまして、駐車場貸付料１３万円、携帯電話通信鉄塔敷地料２７万２，４８５円となっております。   ２款 寄附金では、枝打・間伐等の森林管理に係る寄附金として４２万２，０００円を受けております。   ３款 繰入金では、竹野地区におきまして１３万６，０００円の基金繰り入れを行っております。   ５２１ページをお願いいたします。   歳出でございますが、須知地区では、委員報酬のほか、敬老会、区長会への補助金としまして４５万円を支出、また、管理運営基金に１６万３，０００円の積み立てを行っております。竹野地区では、委員報酬のほか、小学校卒業記念品の助成、また管理運営基金に８万４，４４９円を積み立てております。   以上、須知財産区特別会計の説明とさせていただきます。   続きまして、認定第１２号 平成２１年度京丹波町高原財産区特別会計歳入歳出決算につきまして説明させていただきます。   ５２７ページからでございます。   歳入総額２４万７，６９６円、歳出総額２３万４，９２０円、歳入歳出差引額、実質収支額ともに１万２，７７６円の黒字決算となりました。   ５３２ページをお願いいたします。   歳入では、２款 寄附金２１万９，３００円を受け入れ、これは、当財産区内７３１戸に
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一律３００円として寄附を集めたものが主な収入でございます。   次に、５３４ページ、歳出でございますが、委員報酬、区長報償をはじめ、財政管理調整基金に８万７，０００円を積み立てております。また、木の谷林道管理委託料４万円を支出しております。   以上、高原財産区特別会計の説明とさせていただきます。   続きまして、認定第１３号 平成２１年度京丹波町桧山財産区歳入歳出決算につきまして説明させていただきます。   ５３８ページからでございます。   歳入総額４，４８７万８，５４９円、歳出総額４，３１５万４，２３５円、歳入歳出差引額、実質収支額ともに１７２万４，３１４円の黒字決算となりました。   ５４３ページをお願いいたします。   歳入でございますが、１款 財産収入、１項 財産運用収入で、瑞穂ゴルフクラブ土地貸付料１，３０５万８，０００円、２項 財産売払収入で、京都縦貫自動車道に係る土地売払収入として２，６７５万９，０６０円が主な収入でございます。   ５４７ページ、歳出でございますが、１款 総務費、１項 総務管理費では、委員報酬のほか、財政調整基金に２，０３８万２，０００円の積み立てを行っております。２項 財産管理費では、直営林保育・新植作業委託料として４４０万円、５５０ページでございますが、土地貸付、売払補償費として、地元４地域に９４４万７，２０３円を支払い、３項 諸費では、構成地区の各団体への活動補助金や山林高度利用補助金として６４８万９，０００円を支出しております。   以上、桧山財産区特別会計の説明とさせていただきます。   続きまして、認定第１４号 平成２１年度京丹波町梅田財産区特別会計歳入歳出決算につきまして説明させていただきます。   ５５４ページでございます。   歳入総額６５１万４，２９１円、歳出総額５７０万１，１７６円、歳入歳出差引額、実質収支額ともに８１万３，１１５円の黒字決算となりました。   ５５９ページ、歳入でございますが、１款 財産収入では、携帯電話基地等への土地貸付収入５４７万２，５２２円が主な収入でございます。   次に、５６３ページ、歳出でございますが、１款 総務費、１項 総務管理費、２目 財産管理費で、地元区へ土地貸付補償費として３１７万４，０９８円を、また、３目 諸費では、振興会等の４団体に、活動費として１００万円の助成が主な支出でございます。 
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  以上、梅田財産区特別会計の説明とさせていただきます。   続きまして、認定第１５号 平成２１年度京丹波町三ノ宮財産区特別会計歳入歳出決算につきまして説明させていただきます。   ５６９ページでございますが、歳入総額２，５７９万１，３９６円、歳出総額２，４９１万４，４３０円、歳入歳出差引額、実質収支額ともに８７万６，９６６円の黒字決算となりました。   ５７４ページ、歳入でございますが、１款 財産収入で、京都縦貫自動車道に係る土地売払収入２，３８９万６０円が主な収入でございます。   次に、５７８ページをお願いいたします。   歳出でございますが、主な支出につきましては、１款 総務費、１目 一般管理費では、財政調整基金に１，９７２万１，０００円の積み立てを行っております。２目 財産管理費では、５８１ページでございますが、土地売払補償料６７万５，０００円、３目 諸費では、地元４団体への活動補助金並びに地域振興補助金として２３２万３，０００円を助成いたしました。   以上、三ノ宮財産区特別会計の説明とさせていただきます。   続きまして、認定第１６号 平成２１年度京丹波町質美財産区特別会計歳入歳出決算につきまして説明させていただきます。   ５８４ページからでございます。   歳入総額３９５万２，９１１円、歳出総額３１０万５，８５３円、歳入歳出差引額、実質収支額ともに８４万７，０５８円の黒字決算となりました。   ５８９ページでございますが、歳入、１款 財産収入で、地元７地区に対しての土地貸付料１４１万４，２００円、３法人への土地貸付料１３４万円が主な収入でございます。   次に、５９３ページをお願いいたします。   歳出でございますが、１款 総務費、１目 一般管理費では、管理運営基金に７０万４，０００円積み立てております。２目 財産管理費では、直営林保育作業委託料として８０万円、３目 諸費では、遺族会への活動補助金並びに貸付林等高度利用補助金として３１万８，０００円を支出いたしました。   以上、質美財産区特別会計の説明とさせていただきます。   続きまして、認定第１７号 平成２１年度国保京丹波町病院事業決算について説明をさせていただきます。   ページを少し戻っていただきまして、４９５ページからでございます。 
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  平成２１年度から「国保京丹波町病院」に名称を改称し、質美診療所を附属施設といたしました。また、療養病床８床を廃止し、４７病床すべてを一般病床に変更するなど、従前の経営方針から転換を図り、町民の皆さんに信頼される中核病院として、経営の健全性と保健・福祉・医療の連携を強化し、患者のニーズに応えられる地域包括医療の推進に努めてまいりました。京丹波町病院の概況といたしましては、患者さんの動向でございますが、入院患者数は延べ１万３，１５１人で、対前年度比５．４％の増、外来患者数は延べ３万６，０９７人で、対前年度比１２．０％の増となりました。   それでは、決算書により説明させていただきます。   ４９７ページをお願いいたします。   損益計算書でございますが、医業収益では、入院収益が２億７，５１８万１，７９６円、外来収益は３億５，７６８万５，８８４円、その他医業収益３，７８５万８，１８９円で、合計６億７，０７２万５，８６９円となりました。前年度と比較しまして、入院収益は１３．９％の増、外来収益におきましても８．０％の増収となりました。入院収益につきましては、「看護配置１３対１」の入院基本料を確保することができる一般病床への転換が増収につながったところでございます。   また、外来収益につきましては、新型インフルエンザによる外来患者の増加や質美診療所の附属化により増収となりました。これらの結果、医業収益全体で、対前年度比１１．２％の増収となりました。   医業外収益では、一般会計から補助金として１億１，６００万円、企業債償還利子分としての負担金交付金２，９６０万６，１３９円が主なものでございます。これらを合わせまして、病院事業収益は８億２，１６３万２，３７５円となりました。   次に、医業費用でございますが、主なものは、給与費が３億７，５８８万６，３６８円で、対前年度比１．８％の増、医薬材料費２億１，４５３万１，０４７円で、９．０％の増、経費１億２，７２２万７，８８６円で、２．１％の増、医業費用の合計は７億７，７３０万５，４３９円で、前年度と比較しまして３．６％の増加となったところでございます。   医業外費用については、支払利息２，９６０万６，１３９円、繰延勘定償却１，７５２万９，９３１円を主なものとしまして、４，８７９万３，２４０円を支出いたしました。これによりまして、当年度純損失は４４６万６，３０４円となったところでございます。   次に、前ページ４９６ページに戻っていただきまして、資本的収支でございますが、収入の他会計出資金１億１，４７２万７円は一般会計からの出資金、補助金の４，２４２万円は電子カルテシステムの導入に伴う国庫補助金で、合計１億５，７１４万７円となりました。 
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  支出につきましては、企業債償還金１億１，４７２万７円と電子カルテシステム導入に係る建設改良費４，２４２万円で、合計１億５，７１４万７円となり、収支の整合性を図ることができました。   以上、国保京丹波町病院事業会計の説明とさせていただきます。   これで、認定第１号から第１７号までの決算説明とさせていただきます。御審議いただきまして、御承認を賜りますよう、どうぞよろしくお願いいたします。 ○議長（西山和樹君） ここで、代表監査委員に決算審査意見の報告を求ます。   船越代表監査委員。 ○代表監査委員（船越 肇君） それでは、過日、平成２１年度京丹波町一般会計、特別会計及び京丹波町病院事業会計歳入歳出決算の審査をいたしましたので、その結果を申し上げます。   審査対象、審査期間、審査方法などは第１、第２、第３に書いてあるとおりでございます。   第４の審査結果なんですけれども、審査に付された各会計の歳入歳出決算書及び附属書類の係数は関係書類と符合し、正確であることを認めました。また、予算の執行及び関連する事務の処理は適正に行われていると認めました。その状況及びこれらに対する審査意見は、次に述べるとおりでございます。   第５、審査意見、平成２１年決算においては、合併以降に進められた財政の健全化に対する取り組みが成果をあらわし始めた決算となっている。   借金である地方債の残高においては、合併年度である平成１７年度末に３８９億３，４５２万円とピークを迎えたものの、その後の積極的な繰上償還により、本年度末残高は３４６億８，８６６万３，０００円となり、４２億４，５８５万７，０００円の地方債残高の縮減に努力されている。   一方、町の貯金に当たる基金残高においては、同じく合併年度末に３３億９，２５６万３，０００円となっていたが、合併後に事務の効率化や人件費の縮減などに努められ、平成１９年度以降の３カ年においては基金を取り崩すことなく、健全な財政運営がされており、その結果、本年度末残高で４４億６３１万２，０００円と基金残高が１０億１，３５７万９，０００円増加している。   今後においては、地方交付税の合併特例期間終了に伴い、交付税額が約８億円減少することが見込まれているため、より一層の歳入確保と経費節減が求められる。特に、歳入の確保については、負担の公平性を図るため収入未済をなくす努力が必要である。   町行政においては民間事業者と違い、利益の追求が目的ではなく、住民の福祉向上が最大
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の目的であり、経費節減とのバランスを図らなければならない点を申し添え、監査意見とする。   なお、決算概要は、次ページ以降のとおりでございます。   以上です。 ○議長（西山和樹君） 御苦労でした。   ここで暫時休憩いたします。 休憩 午後 ２時３５分 再開 午後 ２時３６分 ○議長（西山和樹君） 休憩前に引き続き会議を開きます。   お諮りします。   認知第１号 平成２１年度京丹波町一般会計歳入歳出決算の認知についてから認定第１７号 平成２１年度国保京丹波町病院事業決算の認定についてまでの審査については、１４人の委員で構成する決算特別委員会を設置し、これに付託して審査することにしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。 （「異議なし」と呼ぶ者あり） ○議長（西山和樹君） 異議なしと認めます。   よって、認定第１号から認定第１７号は、１４人の委員で構成する決算特別委員会を設置し、これに付託して審査することに決定しました。   暫時休憩をいたします。 休憩 午後 ２時３６分 再開 午後 ２時３７分 ○議長（西山和樹君） 休憩前に引き続き会議を開きます。   お諮りいたします。   ただいま設置されました決算特別委員会の委員の選任については、委員会条例第８条第１項の規定により、お手元に配付の決算特別委員会委員選任名簿のとおり指名したいと思います。   御異議はありませんか。 （「異議なし」と呼ぶ者あり） ○議長（西山和樹君） 御異議なしと認めます。   よって、決算特別委員会の委員は、お手元に配付の決算特別委員会委員選任名簿のとおり選任することと決しました。 



 

－６１－ 

  特別委員会をこの場において開催し、正副委員長の選任をお願いいたします。   暫時休憩いたします。 休憩 午後 ２時３７分 再開 午後 ２時３８分 ○議長（西山和樹君） 休憩前に引き続き会議を開きます。   決算特別委員会において、正副委員長が決定いたしましたので、報告いたします。   委員長に岩田恵一君、副委員長に原田寿賀美君。   以上のとおりであります。よろしくお願いをいたします。   ただいまから暫時休憩をいたします。再開は２時５５分といたします。 休憩 午後 ２時４０分 再開 午後 ２時５５分  《日程第３８、報告第３号 健全化判断比率について～ 日程第４６、報告第１１号 社会福祉法人わち福祉会に関する経営状況について》 ○議長（西山和樹君） 休憩前に引き続き会議を開きます。   日程第３８、報告第３号 健全化判断比率についてから、日程第４６、報告第１１号 社会福祉法人わち福祉会に関する経営状況についてまでを一括議題といたします。   町長の説明を求めます。   寺尾町長。 ○町長（寺尾豊爾君） 少しお時間をいただいて、午前中に提案させていただきました議案の中で、平成２１年度決算認定議案につきまして概略を説明させていただきました。その中で教育費に関しまして、和知中学校の耐震改修事業ということで金額を申し上げました。正しくは２億２１１万円のところを、ひょっとしたら２億２，１１１万円と発音したように事務方からちょっと説明を受けましたので、正しく御説明を申し上げます。   教育費で執行いたしました中の和知中学校の耐震改修事業に２億２１１万円執行しておりますので、よろしく訂正をお願いいたします。   それでは、まず、報告第３号及び第４号について説明をいたします。   平成１９年６月に地方公共団体の早期健全化及び財政の再生並びに公営企業の経営の安定化を目的として、地方公共団体の財政の健全化に関する法律（自治体財政健全化法）が成立いたしました。この法律は従来の地方財政再建促進特別措置法による制度の課題を見直し、健全化比率の公表、当該比率に応じた健全化計画の策定や行財政上の措置を講じることとさ
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れたところであります。   報告第３号では、健全化判断比率として、次の４指標について報告するものであります。   まず、普通会計を対象とし、赤字の程度を指標化した実質赤字比率は、収支赤字がないため該当せず、また、財産区を除くすべての会計を対象とし、全体としての赤字の程度を指標化する連結実質赤字比率につきましても収支赤字がなく、該当はありません。   次の借入金の返済額等を指標化して、資金繰りの危険度を示す実質公債費比率につきましては、前年度比１．５ポイント減の１８．８％となっております。なお、同比率に係る早期健全化基準は２５％であります。   借入金や将来にわたる負担の現時点での残高を指標化し、将来の財政負担の圧迫度を示す将来負担比率につきましては１８２．８％でありました。これは、２０年度決算の２０６％に比べ２３．２ポイント改善いたしております。なお、同比率に係る早期健全化基準は３５０％となっております。   以上、監査委員の意見書を沿えて報告いたします。   次に、報告第４号 資金不足比率でありますが、この指標は公営企業の資金不足を料金収入の規模と比較して指標化し、経営状況の深刻度を示すものであり、京丹波町病院事業会計、水道事業会計及び下水道事業会計が対象となりますが、いずれも該当しませんでした。なお、同比率の経営健全化基準は２０％となっております。   以上、監査委員の意見書を沿えて報告いたします。   次に、地方自治法の規定による出資比率２分の１以上の法人に関する経営状況につきましては、報告第５号から第１１号まで、順を追って報告させていただきます。   報告第５号 グリーンランドみずほ株式会社の経営状況につきましては、決算繰上総利益は１億５，３０８万８，４８４円、運営管理に要する諸費用の合計は１億５，２８０万５，８８８円、収支差額は２８万２，５９６円の黒字決算となっております。   事業報告でありますが、平成２１年度は、新たに５年間の指定管理者としての指定を受けた１年目となりました。主な事業としましては、公園・スポーツ施設の管理運営をはじめ、宿泊・研修施設、レストランの管理運営、農林産物の販売などを行っております。   施設全体の利用者は前年度の０．３％減と、ほぼ前年度並みの結果となりましたが、営業収入では前年度比１．４％減と、森林浴レストランを除き、軒並み減少となりました。主な原因としましては、景気の低迷に加え、新型インフルエンザへの懸念や天候不順、また、災害によるアクセス道路の通行規制などが考えられるところであります。   毎年多くの来場者を迎えている施設であり、今後とも来場者の目線に立った運営を進め、
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安全で快適に利用いただける施設として、より多くの方々に利用いただき、町の活性化につながるよう願っているところであります。なお、町からの指定管理料は２，４００万円となっております。   報告第６号 株式会社丹波情報センターの経営状況につきましては、決算の営業収益は２，５４５万９８３円、運営管理に要する諸費用の合計は２，５９２万９，３７９円、収支差額は４７万８，３９６円の赤字決算となり、前期からの繰越利益を合算しますと、同期未処分利益は６０万４，９４２円となっております。   丹波地域の有線情報システムは、３月末時点での情報端末加入者数が２，２１７世帯、インターネット接続サービス加入者数は５８２世帯となっております。業務といたしましては毎日３回の告知放送と加入者へのファックス一斉送信、インターネットシステムの管理やセンター内部及び分散局などの設備機器の点検管理をはじめ、道路工事等により支障となりますケーブルや電柱などの移設につきまして、調査・設計・施工のすべての部門につきまして、町から委託を受け実施しております。委託料としましては、町より管理運営費として１，５６３万１，０００円の支出であります。   今後、平成２３年４月からのＣＡＴＶの全町供用開始に向け、京丹波町情報センターと連携をとりながら日常の管理運営を行い、スムーズな移行に向け努力するとともに、ＣＡＴＶ供用開始後は、現有施設の撤去や新たな事業の展開に向け、その方策を探ることといたしております。   報告第７号 財団法人京都府立丹波自然運動公園協力会の経営状況につきましては、これまで京都府と本町のみの出資であることから経営状況の報告をしておりませんでしたが、報告の対象であることが判明しましたため、今回報告を行うことといたしました。   協力会の決算売り上げ総利益は３億８，７８３万５，３５６円、運営管理に要する諸費用の合計は３億８，３５５万１，１５６円、収支差額は４２８万４，２００円の黒字決算となっております。   事業報告でありますが、協力会は京都府からの指定管理を受け、丹波自然運動公園施設の管理運営全般を行っているもので、職員１８名、嘱託８名を含めた総数５４名に、必要に応じ臨時職員を雇用、あるいはシルバー人材センターに業務を委託しているものであります。   公園への総入園者数は４８万９，１３１人で、前年度比５．３％の増となっておりますが、施設の利用料収入では、前年度比３．８％の減となっております。プール施設への利用者の減が１９．４％と大きく影響しております。同公園は毎年多くの来場者を迎え、本町に大きな効果を及ぼす施設であります。今後とも健全経営に努めながら、より多くの方々に利用い
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ただけるよう管理会の一層の取り組みに期待するものであります。   報告第８号 財団法人丹波ふるさと振興公社の経営状況につきましては、経常収益６３３万８，０９１円、経常費用は６９４万８，３７２円、収支差額は６１万２８１円の赤字となっております。収入の主なものは、黒大豆・水稲・飼料作物の作業受託収入１５８万１６４円、町からの運営補助金４５０万円であります。   同公社は、優良農地の保全や高齢化等に対応した農作業の受託、また、特産丹波黒大豆の生産拡大や飼料用稲栽培の受託など、地域農業の振興を図っているところでございます。   報告第９号 財団法人瑞穂町農業公社の経営状況につきましては、経常収益４，２３９万９，２０３円、経常費用は４，１５１万１，２１８円、収支差額は８８万７，９８５円の黒字となっております。収入の主なものは、受託事業収入９８６万８，７６９円、加工品販売収入１５０万５，１４６円、転作助成金等５３２万９，７６０円、町からの運営補助金１，３００万円及び機械導入補助金１，１０２万円であります。   同公社は、担い手の確保と育成を図り、農地の管理や農作業の受委託を推進するとともに、そばや飼料用米の栽培など、地域の特性を生かした特産物の育成、販売等を行っております。今後とも地域農業の中核として、丹波、瑞穂の両公社のさらなる組織の充実と健全経営を期待するものであります。   報告第１０号 財団法人和知ふるさと振興センターの経営状況につきましては、経常収益４億７，１６９万４，１２１円、経常費用は４億５，４３１万３，６２１円、税引き後の収支差額は１，２９６万４，３００円の黒字となっております。収入の主なものは、営業収入３億７，３７５万７，６１０円、農作業受託収入４，０５３万１，７０４円、道の駅「和」の指定管理料８００万円、わち山野草の森をはじめ、町施設の管理委託料２，５４２万７，４６２円であります。   同センターは、特産品等の販売、都市住民との交流、観光レクリエーションを通じた農林水産業の振興など幅広い活動を目的に、道の駅「和」及びわち山野草の森の管理運営、農作業受託事業等を行っております。今後とも健全経営に努めながら、地域産業の振興と地域活性化が促進されることを期待するものであります。   報告第１１号 社会福祉法人わち福祉会の経営状況についてでありますが、わち福祉会は、地域の利用者が安心して施設や在宅で自立した生活ができるよう、総合的な福祉サービスの提供に努められているところであります。介護保険事業を取り巻く状況は年々変化し、まだまだ事業運営に厳しさが見受けられる状況でありますが、介護保険事業会計では、経常収入額は３億９，７３４万６，４１６円、支出額は３億３，８３１万８，６９４円と、５，９０
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２万７，７２２円の黒字経常となりました。また、法人本部会計と介護保険事業会計を合わせた総収入額でも４億３７万４，６０１円、総支出額は３億３，９０２万３，９３７円と資金収支差額で６，１３５万６６４円の黒字を確保いたしております。さらに、経常経費の節減や事業の効率化に努めるとともに事業運営の健全化を図り、なお一層、質の高いサービスの提供を目指し、取り組まれることを期待するものであります。   以上、経営状況の報告とさせていただきます。 ○議長（西山和樹君） 以上で報告を終わります。   本報告については７日、午前９時から開催の全員協議会において質疑等の機会を設けますので御了承ください。   以上で本日の議事日程はすべて終了いたしました。   よって、本日はこれをもって散会いたします。    散会 午後 ３時１５分 


